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序

 本報告書は、山形県教育委員会が昭和62年に実施した国道13号線南陽バイパス

 建設工事に伴う「月ノ木B遺跡」の緊急発掘調査の結果をまとめたものです。
 月ノ木B遺跡は南陽市赤湯の北方、国道13号線沿い通称「鳥上坂」の直下斜面

 上にあり、眼下には白竜湖、大谷地が広がっています。その周囲には国指定史跡
 の稲荷森古墳や日向洞穴をはじめとする洞穴遺跡群、県指定史跡となっている清
 水前古墳、安久津古墳群、二色根古墳などの他、地下2mの深さから縄文時代前
 期の多大な情報を私たちに与えた押出遺跡など数多くの遺跡が発見されています。
 今回の調査では、本県では出土例の少ない縄文時代早期の押型文土器をはじめ、

 縄文時代早期中葉から鎌倉時代にわたる貴重な遺物が出土しました。これらは先

 人の生活と白竜湖を中心とする自然とのかかわりを考えるうえに大きな手懸りに
 なると言えます。

 これらの文化遺産は私どもの祖先の歴史を語る資料としてかけがえのない財産

 です。これらを保護し、未来へ継承していくことは、現代に生きる私どもの重要

 な責務です。

 山形県教育委員会では、このような立場で文化財の保護と活用を推進していく

 所存です。

 最後でありますが、本調査に御協力頂いた建設省東北地方建設局山形工事事務

 所、南陽市教育委員会、地元の方々、調査にご指導頂いた関係各位に感謝申し上

 げるとともに、本書が研究と埋蔵文化財の保護・普及の一助になれば幸いです。

 平成元年3月

山形県教育委員会

教育長木場清耕



例言

 1本書は建設省東北地方建設局酒田工事事務所の委託を受けて、山形県教育委員会が昭
 和62年度に実施した国道13号線米沢・南陽道路建設工事に係わる「月ノ木B遺跡」の緊
 急発掘調査の報告書である。

 2遺跡所在地・調査体制は下記のとおりである。

 遺跡名月ノ木B遺跡(DNYTK-B)遺跡番号(昭和57年新規)

 所在地山形県南陽市大字北町字月ノ木前2462の1番地他

 調査期間昭和62年5月20日～昭和63年1月25日

 昭和63年5月9日～平成元年3月25日

 現地調査昭和62年6月1日～昭和62年8月28日(延べ58日間)

調査主体山形県教育委員会

調査担当山形県埋蔵文化財緊急調査団

 調査担当者主任調査員佐々木洋治

同佐藤庄一

現場主任渋谷孝雄

調査員黒坂雅人

事務局事務局長後藤茂彌

事務局長補佐土門紹穂

 事務局員菅原徳嘉・佐藤大治・長谷部恵子・氏家修一・

 長谷川浩・高橋春雄

 3発掘調査にあたっては建設省東北地方建設局山形工事事務所、南陽市教育委員会など

 関係機関の協力を得た。

 4本書の作成は黒坂雅人、渋谷孝雄が担当し第Ⅰ章、第Ⅲ章、第V章3、第VI章2を渋

 谷が、第II章3、第IV章、第V章1・2、第VI章1、第Ⅶ章を黒坂が分担した。また第

 II章1・2は山形大学教育学部助教授阿子島功氏より玉稿を賜った。ここに記して感

 謝申し上げる。本報告書は短期間でまとめざるを得なかったことから、事実報告を主体

 としており、今後、これらをもとに考察を深めていく必要があると考えている。編集は

 阿部明彦、黒坂雅人が担当し、全体については佐々木洋治が総括した。

 5現地調査、報告書作成にあたっては、つぎの方々からご指導とご助言を賜った。末尾

 ながら銘記して感謝申し上げる。



 柏倉亮吉、加藤稔、小野佳秀、和深俊夫、吉田生哉、馬目隆康、真保昌弘、上野秀
 一、目黒吉明、芳賀英一、興野義一、相原淳一、山口博之、大類誠、手塚孝、菊地
 政信、会田容弘、中川重紀、佐藤嘉広、高橋亜貴子、佐藤鎮雄、田中敏、吉野一郎、
 石井浩幸、阿子島功(順不同・敬称略)

凡例

 1本書中で使用した土色名については「新版標準土色帖」(小山・竹原1970)を使用した

 が、土器観察表では表記を簡便化するため記号を省略した。また文章の表現中には一部
 に概括的な表現を使用している。

 2遺構には発見順に一連番号を付している。本文他で使用した記号は以下の通りである。
 SK一土壙、SD一溝跡、SX一性格不明の落ち込み。

 3報告書の執筆基準は以下のとおりである。

 (1)遺構平面図・遺物分布図他の方位は磁北を示している。なおグリッドの南北軸線

 はN-33°40'一Eである。

 (2)遺構平面図、土層断面図、遺物分布図等の縮尺は1/20、1/40、1/200とし、各々に

 スケールを付した。

 (3)土器・土製品の拓影・実測図は1/2の縮尺とし、各々にスケールを付した。図中断

 面黒塗は須恵器を表わす。拓影図中及び破片実測図中の表裏面の表現は、断面図左

 を表面、同右を裏面とした。

 (4)石器・石製品の実測図は、打製石器、石製品が2/3、磨製石器が1/2、礫石器が1/

 3とし各々にスケールを付した。

 (5)図版中土器は1/2、石器は2/3、1/1の縮尺とし、各々左下()中に記載した。

 (6)土器・土製品、石器・石製品は挿図中通し番号とし、図版に付した番号と対応す

 る。また本文中の記述にもこの通し番号を使用したが、土器観察表中には参考の為、

 登録番号を併記した。石器の属性表では器種毎の計測基準及び必要に応じて模式図
 を示した。

 (7)本文中及び土器観察表中にある縄文原体及び絡条体の撚りの表現は『山内清男

 (1979)「日本先史土器の縄紋」先史考古学会編』に準拠した。
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 Ⅰ調査に至る経過

 月ノ木B遺跡は昭和57年9月に山形県教育委員会が主体となって行った遺跡詳細分布調

 査によって発見、登録された遺跡である。この調査は国道13号線南陽バイパス建設工事、

 国道113号線建設工事、そして主要地方道高畠一川西線道路改良事業が具体化したことによ

 り、これらの工事の事業主体である建設省や山形県土木部から依頼を受けて実施したもの

 であった(山形県教委1983)。この調査によって、対象とした地区には新発見のもの14ヶ所

 を含む17ヶ所の遺跡があることが明らかとなった。この調査結果も参考とされて、それぞ

 れの正式ルートが決定されたが、南陽バイパスについては、これらの遺跡のうち6遺跡が

 その路線敷に入る可能性が生じた。これらの取扱いについて、山形県教育委員会と建設省

 東北地方建設局山形工事事務所とで協議を重ねた結果、用地買収後に試掘調査を行い、必

 要に応じて記録保存のための発掘調査を行うことで合意をみた。

 これら6遺跡のうち、最初に試掘調査が行なわれたのは高畠町押出遺跡であり、昭和59

 年のことであった。その結果、全国的にみても稀な縄文時代前期の低湿地集落であること

 が判明し、翌60年から当初は3ヶ年計画で、後に内容の豊富さ等から5ヶ年計画に改めら

 れて、現地調査、遺物・資料整理、報告書作成が現在も引続き進められている(山形県教

 委1985a・856・86・87b)。

 押出遺跡に続き同じく高畠町舟入遺跡の試掘調査が昭和61年6月3日に行なわれたが、

 路線敷内には遺構、遺物とも発見されず、工事施行区域は遺跡外と判断された(山形県教

 委1987a)。

 同年9月に山形県教育委員会が行った「各種事業計画聴取」において、南陽市月ノ木A、

 Bの両遺跡の試掘調査の依頼が建設省側から出され、これを受けて同年10月13～15日に両

 遺跡の試掘調査が行なわれた。この結果、月ノ木A遺跡の路線敷内は、畑地造成等で大き

 く破壊を受け、遺物もほとんど残されていない状況であったが、月ノ木B遺跡からは縄文

 時代早期を中心とする多量の遺物が出土し、厚い包含層が残されていることが明らかとな

 った(山形県教委1987a)。発掘調査に至るまでのその後の経過は以下のとおりである。

 昭和62年1月7日付事務連絡で月ノ木A遺跡は慎重工事対応。B遺跡は記録保存の発掘

 調査が必要であることを建設省に通知する。あわせて二ヶ年分の経費概算見積りを提出。

 昭和62年4月7日付建東山二調第37号で教育長あての経費見積りの依頼があった。

 昭和62年5月13日付文化第161号で工事事務所長あてに回答を行う。

 昭和62年5月18日付建東経第89号で知事あての契約依頼がなされた。

 昭和62年5月19日付文化第233号で契約を受託した旨工事事務所長あて送付。
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 II遺跡の立地と環境

 1地形概観

 山形県南陽市月ノ木B遺跡は、米沢盆地東北隅の大谷地(白竜湖)低湿地に面した、中

 新統凝灰岩山地の山麓緩斜面上にある。“鳥上坂"とよばれる国道13号線がその上端を斜め

 に走る、延長1㎞、裾幅約800mほどの扇形の緩斜面は、くわしくみるといくつかの緩斜面

 が複合してできている。この遺跡のある山麓緩斜面はその南西の一部をなし、延長約100

 m、幅100m、平均傾斜8°の裾広がりの崖錐状の形態を示す。発掘区は東側の緩い凸形斜面

 から西側の緩い凹形斜面にわたっている(第1図。空中写真)。

 しかし、この斜面は堆積性ではなく、侵蝕性の斜面であって、面を構成している堆積物

 は最大厚さ1m内の黒土層(亜角形の礫・岩片・岩塊混じり)にすぎない。

 この岩片・岩塊混じりの黒土層が縄文早期以降の遺物包含層であり、約1万年の形成履

 歴をもっていることが今回の発掘調査の結果明らかになった。

 この扇形を示す緩斜面の頂部の高度は、約230m(R13付近)、大谷地低地に接した裾部

 の高度は約213mである。遺跡の発掘範囲は緩斜面の最大傾斜方向に斜交する、ほぼ南北の

 延長約60m、幅約40mである(第6図)。現況は酒造工場・住宅敷地・畑であった。

 白竜湖付近の盆地埋積層は最大90m、泥炭を主とし、約1万年BPの層準の深度が地下10

 数mである。

 また、白竜湖低湿地の南をかぎる自然堤防帯に近い位置で発掘された高畠町押出遺跡で

 は約5000年BPの集落跡生活面の層準が地表下約2mにある(山形県教育委員会、1985-

 1987発掘調査)。
ひなた

 月ノ木B遺跡とよく似た立地をしている遺跡は、高畠町日向洞窟遺跡西地区であり、こ



 こでは崖錐状緩斜面下約2mに縄文時代草創期の住居跡が発見されている(高畠町教育委
 員会、1988発掘調査)。

 2遺物包含層の層序区分・層厚分布・岩相分布ならびに地山層の概観
 (1)層序区分と層厚分布

 遺物包含層の層厚が最大なのは、発掘区北西隅であり層厚1mである(60mの発掘区を

 3区分し、上部斜面と呼ぶ)。中部斜面では0.2-0.3m、下部斜面では0.5-0.7mである。

 それぞれ斜面上部堆積部、斜面中部流送部、斜面下部堆積部とよぶ。

 上部斜面のX20、Y7では、おおきく次のⅠ-IVの4層準にわけられる(第2図a)。Ⅰ

 層は表土でIaが草根の多い部分、Ibが草根の少ない部分、II層が層厚40-50㎝の遺物包含

 層、Ⅲ層が岩片の比率の多い間層で層厚20㎝、IV層が層厚20cmの遺物包含層である。各層

 の境界は漸移している。含まれている遺物の年代別頻度を第7図に示すように、各層は上

 下に混じりあいながら堆積している。間層であるⅢ層は上部斜面とくに北西隅に分布して

 おり、下方にむかって尖滅している(第7・9図)。したがって中部斜面・下部斜面ではII





 層とⅣ層との区分はできない。

 (2)地山層と地山層上面の遺構

 VI層の地山層は凝灰岩の風化帯であり、しまった、にぶい褐色の砂質粘土である。

 確認面下の風化帯の断面は第2図のように(X24Y7)、約10㎝は砂質粘土状、つぎの10

 ㎝が細礫状、さらに30-40㎝の間は岩塊の割れ目にそってのみやわらかい砂質粘土となっ

 ている。

 地山層上面の遺構は、発掘区の北西隅において縄文早期の土壙2(SK1、2)ならびに

 岩盤に浅く切りこんだ、縄文早期のⅣ層と同時ないしそれ以前の溝(幅1m、深さ0.4m)

 があり、礫層(亜角礫、直径最大0.2m)に埋められている。溝は流水があったであろう。

 地山層上面(包含層基底)の傾斜は1m格子点の水準測量によれば、上部・中部斜面の

 問、ならびに中部・下部斜面の間でとくに大きく、地山層より突出する、もしくは包含層

 中に浮き石となって岩塊が多く分布している(第3図)。

 この岩塊の突出と地山層上面の急傾斜であることが、上部・下部斜面で包含層が厚くな

 った理由であろうか。地山層上面の微起伏を(第4図)に示す(立体図)。

 3自然的・歴史的環境(第5図)

 月ノ木B遺跡は白竜湖に面する山麓斜面上に位置し、現在の湖岸までは直線距離で約300

 mを測る。山麓斜面という居住に不向きな立地環境において、縄文時代早期から鎌倉時代以

 降に至る長期間にわたり、この地に人間の足跡が印されたことは、白竜湖を中心とする自

 然環境が当時の人々の生活と強く結びついていたことを物語るものであろう。

 白竜湖一帯は、大谷地とよばれる約1,000haに及ぶ泥炭湿原となっている。現在は開拓に

 よる水田化でその面影を留める場所が少なくなったが、明治以前は氷河期の名残りである

 寒地性植物が繁茂する沼沢地であった。洪積世初期において、米沢盆地は置賜湖盆とよば

 れる大きな内陸湖であり、南北走する二条の断層に沿って湖水が抜けた後、湖が残存した

 大谷地一帯に4度にわたる氷期と間氷期との繰り返しで泥炭が厚く堆積し湿地帯が形成さ

 れた。白竜湖は、こうした老年期の湖の顕著な例といわれる。1964年現在の白竜湖は、湖

 面長軸355m、湖面短軸230mの若干東西に長い形で、湖表面積7.13haの規模であった。湖底

 までの深さは1.68mであったが、自然の状態では年間7㎝余の速さで浅くなるという(目黒

 1976)。従って、大谷地の景観は本遺跡が営まれた約7000年の間にもかなりの変動があった

 ことが想像される。現在よりもはるかに生息数が多かったであろう野鳥や魚類等の捕獲を

 目的として、この地に人々が生活の場を求めたものとすれば、本遺跡の営まれた時期、断

 絶した時期の存在は、景観の変動による動植物の分布の異同がひとつの要因であったとも

 考えられる。
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 大谷地の周辺には、これまで数多くの遺跡の存在が知られている。北西から東辺の山麓

 一帯は、基盤である凝灰岩の露頭が各所にみられ、その風化により形成された洞穴、岩陰
 が多い。それらは古くから人間の生活の場として利用され、日向洞穴(36)、尼子岩陰群

 (45)、神立洞穴(13)、一ノ沢洞穴(12)、一ノ沢岩陰(12)、火箱岩洞穴(10)、観音岩洞

 穴群、乞倉岩岩陰(15)、坂岩岩陰(14)、鱒ヶ越戸洞穴(16)、ムジナ岩岩陰(18)、鳥取

 山洞穴(19)、大立洞穴(35)など全国屈指の洞穴遺跡群が点在する。

 昭和30(1955)年から四次にわたり実施された日向洞穴遺跡の発掘調査では、それまで

 東北地方で最古の縄文土器といわれていた「田戸=住吉町系土器」をはるかに遡る様相を

 もった土器群が出土した。それを契機として、尼子、神立、一ノ沢、火箱岩等一連の洞穴、

 岩陰遺跡の調査が行われ、その成果から、隆起線文土器一爪形文土器一押圧縄文土器一撚

 糸文土器一無文土器という東北地方縄文時代草創期から早期前半に至る編年大網の確立を

 みた(加藤1967)。また、これらの洞穴、岩陰にはその後の人々も足跡を印しており、堆積

 土上層部分からは縄文時代早期から奈良・平安時代に至る各期の遺物が出土している。

 月ノ木B遺跡に類似する立地環境をもつ遺跡として、隣接する月ノ木A遺跡の他、十分

 一山、平次林山の南麓斜面上に十分一山遺跡(3)、七両坂遺跡(4)、金沢山ノ神遺跡(5)

 が分布し、昨年度から発掘調査が実施された日向洞穴西地区(高畠町教委1988)では、Ⅲ

 層一縄文時代前・中期、IV層一早・前期、VI・Wc層一草創期の遺物が出土した他、縄文時

 代草創期のものとみられる住居跡が1棟検出された。

 高畠町押出遺跡は、大谷地の南西部自然堤防帯に近く立地している。県教委が実施した

 国道13号線南陽バイパス建設工事にかかる緊急発掘調査では、地表下2mの泥炭層下標高

 209m付近から縄文時代前期の集落跡が発見された(山形県教委1985b、1986、1987b)。約

 4,000㎡の範囲に打込柱を周囲に巡らした平地住居33棟が検出され、大木4、5式を中心と

 する多量の土器石器の他、木製品、編物、クッキー状炭化物、クリ、クルミなどの植物遺

 存体などが出土し、全国的にも極めて情報量の多い遺跡として注目されている。押出遺跡

 の立地環境は、月ノ木B遺跡の場合と極端に相違し、また押出に集落が営まれた大木4、

 5式期は、本遺跡における型式の断絶期間となっていることも注意すべきであろう。

 大谷地の南～西辺には古墳時代以降の遺跡が数多く分布する。高畠町安久津近辺には、

 清水前古墳(20)、金原古墳、羽山古墳(27)、北目古墳群(28)、源福寺古墳群(26)、加

 茂山洞窟古墳(25)、安久津古墳群(23)、味噌根古墳群、鳥居町古墳群(22)など7～8

 世紀代の古墳が分布する。南陽市赤湯近辺には、第5図の図幅からはもれるが、県下最大

 の前方後円墳である稲荷森古墳や、二色根古墳の他、沢田遺跡、諏訪前遺跡、郡山遺跡な

 ど、弥生時代から奈良・平安時代にかけての集落跡が分布する。
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 III調査の経過

 建設省との事前の協議と契約における特記仕様書により路線内にかかる面積約3,200㎡

 のうち、保存状況の良い1,300㎡の調査を実施する予定であったが、西半部は撹乱が著しく

 最終的な発掘面積は1,103.4㎡となった。現地調査は昭和62年6月1日から8月28日まで延

 べ59日間実施し、同年9月2、3の両日に埋戻しと若干の補足調査を行った。また、出土

 遺物の水洗・ネーミングは同年11月26日～12月23日まで文化課分室において実施した。さ

 らに、報告書の作成作業とそれに伴う遺物整理作業は昭和63年度事業として昭和63年5月

 9日から平成元年3月25日まで実施した。以下に現地調査の経過を週ごとに略記する。

 6月1日～5日

 6月1日に現地事務所に資材等を搬入。午後2時から現地において県教委、市教委の関

 係者、作業員の出席のもと作業の安全と調査の成功を祈願する鍬入式を行う。2・3日に

 立木の伐採、除草を行い、あわせて調査区内に10mごとの基準杭を打ち、2×10mの南北ト

 レンチを9本設定した。3～5日にトレンチの掘り下げを行う。はやくも石鎌、石箆等の

 いわゆるtoolが約40点出土した。

 6月8日～12日

 先週からのトレンチ調査を続行し、遺物の出土量、包含状況を把握する。拡張・精査区

 を第6図に示した範囲とすることにし、保存状況の悪い地区を排土置場とするため、さら

 に東西トレンチ5本、南北トレンチを2本追加設定して掘り下げ、この地区の調査を終了。

 先週から累計すると土器1箱分相当、そしてtoolは297点となった。

 6月15日～19日

 トレンチの写真撮影、拡張区の縄張り後、17・18日に重機を投入して表土除去、排土処

 理を行い、これと併行して面整理作業、区割作業を実施する。19日から26～18-10～13区

 内のII層の掘り下げに入る。土器片、石器、2×2㎝以上の剥片は出土些点の記録を行う。

 6月22日～26日

 遺物包含II層の掘り下げ。25～28-10～19区内は2・3回の掘り下げ、一部で地山面に

 到達。また、18～24-4～9区内でも2回の掘り下げを行うが包含層はなお厚い。登録遺

 物は659点。内訳は土器片332点、石鏃48点、その他の石器65点、剥片214点。

 6月30日～7月3日

 18～25-4～9区の水道管南区で2回目、3回目の掘り下げ、水道管北区で3回目、4

 回目の掘り下げ、18～24-10～14区内でII層の1回目の掘り下げが終了。№720～1587の868

 点を登録。内訳は土器片591点、石器68点、剥片208点。
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 7月6日～7月10日

 II層の掘り下げは以下のとおり。18・19-10～14は2・3回目、21～24-10～14区は1・

 2回目。20～24-15～19区は1回目。18・19-15～19区は1回目が途中。25～28-10～19

 区では面精査を行い土壙2基を確認したがY-14区以南では包含層が残っていたため3

 ～4回目の掘り下げに入る。Nα1588～2100まで513点を登録。土器255点、石器61点他。

 7月13日～17日

 16日に検出した土壙のうちの1基SK1の精査を行う。II層の掘り下げは以下のとおり。

 25～28-10～19区は先週に続いて4回目の掘り下げと面精査。18・19-16～19区は2・3

 回目。25～28-20～31区内はY-24まで1回目。№2757まで657点を登録。

 7月20日～23日

 SK1は断面図作成後完掘し平面図を作成。II層の掘り下げは20～24-15～19区で4回目

 となりほぼ地山面に達する。25～28-20～32区内は1回目が終り、Y-29区までは2回目

 も終了。№2758～3665まで908点を登録。土器は529点。石器90点等。

 7月28日～7月31日

 II層の掘り下げは25～28-30・31区で2回目、25～28-20～29区で3回目が終了。25～28

 -30・31区で3回目に入る。29日に赤湯小学校4年2組の親子体験学習が行なわれ、約60

 名の参加があった。№3666～4236まで571点を登録。土器368点、石器45点等。

 8月3日～7日

 II層の掘り下げは25～28-20～32区で3～5回目が終了。20～24-20～32区もほぼ終了。

 №4237～5072まで836点を登録。土器534点、有溝砥石を含む石器85点等。SK2を検出。

 8月10日～12日

 18～24-4～9区の水道管南区で5回目の掘り下げ、18・19-10～14区は4回目、21～24

 -4～9区で3回目の掘り下げに入る。12日に現地説明会を開催し、約40名の参加があっ

 た。登録した遺物は№5073～5440の368点。

 8月18日～21日

 18～24-4～9区の水道管南区で6・7回目の掘り下げ、北区で5回目が終了。18～24

 -10～14区で3～5回目の掘り下げ。SK2の精査・記録も終了。登録した遺物は

 №5441～6341まで901点。土器714点、石器69点等である。

 8月24日～28日

 断面図の作成。山大阿子島功先生、県立博物館加藤稔先生に指導を頂く。SX5の精

 査と、18～24-7～12区内、27・28-20～32区内の最終的な掘り下げを行い、現地調査を

 終了する。登録遺物は№6342～6547まで206点。
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 lV遺跡の概観

 1層序の概要(第7～9図)

 調査区内における基本的な層序は以下のようになる。

 Ia層7.5YR3/3暗褐色小礫まじり砂質粘土:現表土及び耕作土である。草根の多い部

 分。下部斜面では色調が黒色化する。

 Ib層7.5YR3/3暗褐色小磯まじり砂質粘土:Ia層の草根の少ない部分である。層厚

 の厚い上部斜面上にみられ西側ではY-10、東側ではY-6ライン付近で消滅する。

 II層黒色系の砂質粘土であるが以下のように細分できる。遺物包含層。

 IIa層7.5YR2/2黒褐色砂質シルト:径1㎝未満の凝灰炭風化礫を多量に含む。上部斜

 面及び下部斜面の東側に堆積する。しまりなく軟かい。

 IIb-1層7.5YR4/4褐色砂質粘土:土質及び混入物はIIa層に近いが、風化礫の含有

 量が多い。主に中部斜面上にみられるが、X-23ライン以西では下部斜面にも確認される。

 IIa層との境界は比較的明瞭である。

 IIb-2層7.5YR3/2黒褐色砂質粘土:調査区内では最も普遍的にその分布が知られ

 るが、X-21以西、Y-11以南ではIlb-1層に切られる形で消滅する。特に上部斜面で厚

 く堆積する。土質はIIb-1層と同じであり、漸移的な土色変化が各所にみられるため区分

 不明瞭となる箇所が多い。

 IIb-3層10YR2/3黒褐色砂質粘土:Y-25ベルト断面観察においてX-10～16間に

 確認された。V層上面に5～10cmの厚さで不安定に堆積する。かたくしまっている。

 Ⅲ層7.5YR3/3暗褐色粘土質砂をマトリックスとする砂礫:間層。無遺物層。調査区北

 西隅を中心に局所的に分布する。

 IV層7.5YR2/2黒褐色粘土質砂:礫まじりでしまりがある。Ⅲ層の消滅しているとこ

 ろではII層との区分が不可能である。遺物包含層。

 V層7.5YR5/3にぶい褐色砂質粘土:凝灰岩風化帯。地山層。











 2遺構と遺物の分布(第10・11図)

 (1)遺構について

 今回の調査において検出された遺構は縄文時代早期の土壙2基、溝跡1条、性格不明の

 落ち込み2箇所であり、住居跡、炉跡等は未検出である。遺構確認面はいずれもV層上面

 であり、II～IV層中からは遺構が検出されていない。遺構の切り合いはSK1とSD5にみら

 れ、SK1がSD5を切っている。第10図上はV層上面における遺構及び岩塊の分布状況であ

 る。遺構の分布は上～中部斜面東側の比較的傾斜の緩やかな場所に限られる。

 岩塊の分布は、Y-16～18ライン上並びにY-23以南において帯状に分布する。特に前

 者の場合等高線の出入の激しい小沢筋に沿った形をとる。そのほか標高218mライン付近、

 217mライン付近には緩傾斜部分に等高線に沿った分布がみられる。

 (2)遺物について

 今回の調査で出土した遺物は、縄文時代～中世に至る各期の土器片、土製品、石器、石

 製品、剥片等があり整理箱にして約50箱を数える。それらの殆どがII層及びIV層の遺物包

 含層中から出土している。

 第10図下は調査区全体の出土土器数量をグリッド毎に図式化したものである。これによ

 ると、調査区北西部分及び南東部分の2箇所に顕著な集中がみられ、中部斜面上は分布が

 稀薄である。更に第11図は縄文土器について北西部分20～22-8区内における水平、垂直

 分布を時期別に示したものである。水平分布では各時期における集中はみられず散慢に分

 布しており、垂直分布でもII層中でかなりの混在が認められる。又IV層の出土土器は大木

 2式以降のものを含む。これはⅢ層以上の遺物包含層の形成時期が縄文時代前期前葉以降

 であることを示すものである。前項におけるII層の細分は、その堆積が一様なものではな

 くかなり不安定な状況を示しているが、その事実と出土土器の分布状況との兼ね合いは、

 II層が上部からの流れ込みにより形成されたことを示唆するものであろう。中部斜面は流

 層部のため遺物包含層が薄く、果樹園造成の際の木根、支柱、獣類埋葬等によりかく乱さ

 れた箇所が多い。従って第10図下にみる遺物の集中傾向は、上部斜面、下部斜面における

 遺物包含層の厚さと、かく乱の状況に依拠するものと考えられる。

 IV層は、上部斜面特に問層をはさんだ北西隅で安定していた可能性もあるが、出土遺物

 数が少なく分布の傾向を見出すことができなかった。

 弥生式土器は上部斜面18、19-7区、22、23-5区のII層上面から全ての資料が出土し

 た。特に18-7区内では、遺構は検出されていないが、径約80cmの範囲に密な集中がみら

 れる。桜井式及び天王山式の混在と、この地区の調査をII層上面で切り上げているため確

 証を得ないが、II層の安定時期を知り得る可能性があり注意すべきであろう。
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 V遺構と遺物

 1検出された遺構

 SK1(第12図)

 25-10区内V層上面で検出された、ほぼ円形のプランをもつ土壙である。確認面からの

 深さ33cmを計り、底面に若干の起伏をもち壁面の立上がりは急である。覆土内の出土遺物

 から、縄文時代早期に所属するものと考えられる。本土壙はSD5溝跡を切っている。

 SK2(第12図)

 27-21区内V層上面で検出された、長軸長1.24m、短軸長1.06mの若干東西に長い楕円形

 プランをもつ土墳である。確認面からの深さ20cmで壁面の立上がりは緩やかである。出土

 遺物から縄文時代早期に所属するものと考えられる。

 SD5(第10図)

 23～28-6～12区内IV層下部で検出された、弧状に東流する溝跡である。幅1m前後、確

 認面からの深さ40cmを計る。覆土中に多量の角礫を包含する。出土遺物は皆無である。

 その他の遺構(第10図)

 性格不明の落ち込みが2箇所で検出された(SX3、SX4)。



 2出土した土器(第13図～第55図)

 今回の調査における土器の出土量は、整理箱にして約20箱である。各時期毎の出土数量

 は多いとはいえないが、縄文時代早期から中世にいたる多様な内容を包括する。所属時期

 別の出土比率では、縄文時代早期中葉から前期前葉にかけて多く、次いで縄文時代中期、

 弥生時代の順となり、その他縄文時代前期末葉、後・晩期、古墳時代以降の土器が各々若

 干量存在する。出土した土器は殆どが小破片であり、全体の器形、文様構成の把握ができ

 る資料は稀有であった。

 本項では、従来の編年研究の成果をもとに縄文時代早期を12群、前期を2群、それ以降

 を6群に分け、更に胎土、焼成、文様構成要素の観点から細分を行なった。なお各個別の

 観察、分類は表1～25に譲り、ここでは概括的な記載に留めた。

 第1群土器(押型文土器)

 a類重層山型文(1、2)、重層菱形文(3、4)を施文するもの。

 体部の小破片4点が出土した。いずれも胎土中に多量の繊維を含有する。器形及び施文

 原体の幅、長さを知り得るものはない。器厚6㎜～7㎜を計る。器面の磨滅が著しい。

 b類縄文+沈線文により文様構成されるもの(5、6)。

 口縁部付近の破片2点が出土した。胎土中に多量の繊維を含むが薄手であり、器面の調

 整、焼成ともに良好である。4は、器厚5㎜、推定口径17cm前後と小形の深鉢で直線的に

 外傾する器形をもつと思われる。地文は0段多条RLの横位施文であるが沈線間の施文は

 LR原体のようである。沈線は地文施文後に4段以上にわたって描出される。

 第2群土器(沈線文土器)

 器面に格子状沈線を施文するもの(7～18)。胴部破片12点が出土した。器厚7㎜を越え

 る厚手のものが多く、胴部中位では15の如くやや内弯する器形をもつらしい。胎土に繊維

 は含まれず、細砂粒の混入が若干目立つ。焼成、調整ともに良好である。文様の全体的な

 モチーフは不明であるが、横走する区画沈線をもつもの(8、13)と、もたないもの(15)

 の存在が認められる。

 第3群土器(貝殻沈線文土器)

 沈線文、貝殻腹縁圧痕文、連続刺突文等により文様構成される。器厚1㎝前後の厚手の

 ものが多く、胎土中には繊維を含まず粗、細砂粒及び石英粒の混入が目立つ。一般に焼成

 は良好であり、器面は精緻に研磨され、色調は赤色系が多い。器面全体の文様構成が把握

 できるものはなく、口縁部資料にも乏しいが、稜線をもつ外削状の口縁(31、32、92他)

 及び内側への折返口縁(25)の存在が知られ、直線的に外傾もしくは外反ぎみに外傾し、

 平縁となる器形が多いようである。底部資料は2点(140、236)出土している。
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 a類太い棒状工具あるいは竹管状工具の表皮側を器面にあて、粗雑な沈線文を施文す

 るもの。沈線内に砂粒の動きによる擦痕が特徴的にみられる。深く扶入して短く切れ、終

 点に喰出織を残す太い沈線文(22、30、36など)、浅く施文されるもの(27、34、35、44な

 ど)、戴竹管状工具の内側を器面にあてて施文するもの(39、40)、沈線施文後に入念な研

 磨を施すもの(24、33、85など)があり、更に、地文として浅い条痕文をもつもの(45、

 112、113、118)の存在が知られる。他の施文要素との組み合わせにより細分し得る。

 1:沈線文+連続刺突文(33)

 2:区画沈線間に太く短い沈線を充填するもの(85、88)

 3:沈線文+貝殻腹縁圧痕文(28、283、319、335)

 4:3群b類の沈線文を伴うもの(117、237)

 b類棒状工具もしくは、両端が鋭角的に尖る直線的な沈線文を施文するもの。沈線の

 断面形はC形、L形を呈する。

 1:横走する平行沈線問に縦位爪形状連続刺突文を充填した区画帯を有し、その間に綾

 杉状沈線文を充填するもの(175)。

 2:間隔の密な沈線文を異方向から交互に施文するもの(77、106、109、111、176、

 178～181、185、191、206、107、144)。106は沈線区画内に半月形の爪形状連続刺突文を充

 填するモチーフを伴う例であり、176は口唇直下から横走平行沈線による区画を2段以上設

 け、その問に沈線の交互施文を行う。また178～180は同一個体であり、胴部に平行沈線間

 を縦長の連続刺突文で充填する横位区画帯を有する。

 3:沈線の基点に半月形の刺突文を施文するもの(107、108)。

 4:沈線文+貝殻腹縁圧痕文(75、98、104、199、277、279、284、286、287、289、

 293、295、307、314、326)。

 c類喰出織をもつ爪形状連続刺突文を施文するもの。多くの場合沈線による区画を伴

 う。

 1:区画沈線を伴う連続刺突文が横位多段施文されるもの(92、97)。92は一本沈線によ

 る区画、97は平行沈線による区画をもつ。刺突文の施文方向は両者ともに上下段で逆転し

 ている。

 2:連続刺突文+区画沈線文+貝殻腹縁圧痕文により文様構成されるもの(278、280、

 285)。278,280は口縁部付近の破片と思われる。区画沈線下に貝殻腹縁圧痕文を横位連続施

 文する。285は口唇部が鋭角的な断面形を有する特異な例である。

 3:沈線による区画を持たずに他の文様要素と併用されるもの(76、241、276)。76はa

 類と組み合ったもの。276は貝殻腹縁圧痕文と併用されたものである。また241は、a類の
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 沈線文及び縄文と組み合う稀有な例である。いずれも刺突文は縦長に施文される。
 d類喰出織をもたない連続刺突文を主に施文するもの。縦長の三ヶ月形、半月形の連

 続刺突文、太い棒状工具による円形刺突文がある。区画沈線間に施文されるものが多く、
 94は区画に半裁竹管による沈線が用いられる。ある程度文様構成の把握できる資料は以下
 の如く細分できる。

 1:区画文を伴わないもの(84、87)。87は口縁部資料である。口唇直下に三ヶ月形の爪

 形状刺突文を横位連続施文する。以下は無文帯となり横方向からの研磨を受ける。
 2:区画沈線を伴う連続刺突文が横位多段文されるもの(96、177)。文様構成はC類1

 に似るが、各段の刺突文の施文方向が同じである。

 3:異なる工具による連続刺突文が同一器面上に施文されるもの(184)。

 e類貝殻腹縁圧痕文のみのもの(337、346、347、351、356)。

 第4群土器(貝殼沈線文土器)

 曲線的、幾何学的な沈線文、貝殻腹縁圧痕文、円形刺突文等により文様構成される。器

 厚4～7㎜で一般に薄手である。胎土は粗粒が減少し微細となるが雲母の混入が目立つ。

 色調は褐色系が多く、第3群土器に比較して焼成、器面調整ともに若干劣る。全体の器形

 を把握できる資料はないが、第3群より曲線的な断面形をもつものが多く、口縁部資料で

 は内蛮しながら外傾するもの(261～263、305他)が特徴的にみられる。また波状縁となる

 もの(124、262、405他)も多い。

 a類「く」字状連続押引文(結節沈線文)、「ハ」字状短沈線文を施文するもの。短沈

 線文が貝殻腹縁圧痕文に置換した例もみられる。(242、391、394)。

 1:「く」字状連続押引文+沈線文により文様構成されるもの(68、395、397)。焼成、

 器面調整ともに良好。胎土は第3群土器に近い。68は内弯するが、395は外反する器形を有

 する。

 2:「く」字状連続押引文による区画内に貝殻腹縁圧痕文を充填するもの(304、405)。

 304は沈線文、405は円形刺突文と組み合う。また405の口唇部裏面には刻目文が施文される。

 3:「く」字状連続押引文+隆帯(399)。横位隆帯が2段以上にわたり施文され、その

 上に刻目が付加される。口唇部は丸く整形され、頂部及び表裏面に刻目文が付加される。

 器厚9㎜と厚手であり、裏面は研磨されるが表面の調整及び焼成は不良ぎみであり、脆い

 印象をうける。

 4:「ハ」字状貝殻腹縁圧痕文が沈線間に施文されるもの(242)。胎土中に石英粒を多

 量に含み第3群土器に近い胎土を有する。沈線も第3群C類の施文に類似する。

 b類沈線文、貝殻腹縁圧痕文を主体的に施文するもの。
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 1:半截竹管あるいは棒状工具先端により間隔の狭い平行沈線文を疎に描出するもの

 (251、255～257)。いずれも焼成、器面調整ともに良好である。255、257は表面に浅い条

 痕文が施される。

 2:間隔の密な平行沈線文を施文するもの(114、147、171)。114は口縁部に横走沈線

 文、胴部に貝殻腹縁圧痕文を施文する。171は口縁部横走沈線文、胴部縦走沈線文を密に施

 文する。口唇部表面には同工具による刻目文が施される。

 3:曲線的、幾何学的な沈線文、円形刺突文、貝殻腹縁圧痕文により文様構成されるも

 の。沈線は通常棒状工具先端により施文されるが、裁竹管状工具の使用(267、268)も認

 められる。貝殻腹縁圧痕文を伴うものでは、区画沈線内充填(305、309など)の他、沈線

 に沿った施文(298、316など)、短い貝殻腹縁圧痕文の連続施文(294)等のバリエーショ

 ンがある。

 4:棒状工具により山形沈線文を描出するもの(271、272、274、275、308)。271は区画

 沈線文、連続刺突文を、272は沈線文を伴う。両者ともに裏面には浅い条痕文が施文され

 る。308は貝殻腹縁圧痕文が施文される。

 c類貝殻腹縁による押引文、連続刺突文が施文されるもの。

 1:大きい貝殻腹縁による押引文を施文するもの(369～371)。369、370は同一個体であ

 る。横走する押引文間に半截竹管による波状沈線文が施される。また口唇部表裏面上に浅

 い刻目が描出される。3点ともに裏面には浅い条痕文が施され、胎土中に若干量の繊維の

 混入がみられる。

 2:貝殻破片による押引文、貝殻による沈線文を主な文様要素とするもの(264、273、

 362、364～368、387)。いずれも薄手であるが、焼成、器面調整ともにやや不良である。

 362、368はともに押引に用いたと同様の工具で沈線文を施す。366は裏面に半截竹管により

 波状沈線文を描出している。

 3:貝殻腹縁による連続刺突文(344、372～377、382、387)。胎土中に砂粒の混入が目

 立つ。374、387を除き口縁部の小破片であり、胴部の文様は不明であるが口唇部の肥厚が

 特徴的である。373は口唇部刻目及び半截竹管沈線文を伴う。

 4:ギザギザのない貝殻腹縁圧痕文(381、384～386)。385、386は器厚8㎜前後とやや

 厚手で貝殻腹縁によるジグザグ文を描出する。小破片のため他の施文要素との結びつきは

 不明である。

 5:貝殻腹縁文+貝殻条痕文(360、361)。C類2と同様の施文がなされるが、表面に整

 然とした貝殻条痕文を伴う。360は裏面にも浅い条痕文がみられる。焼成良好であり胎土中

 に繊維を含まない。
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 d類刺突文が施文されるもの(79、81、209、378、380、516)。

 e類貝殻腹縁圧痕文のみのもの(328、330、336、338、339、348～350、352、357、358)。

 f類その他(281、389、390、393)。281は貝殻腹縁圧痕文+連続刺突文、389、390は

 貝殻腹縁圧痕文+縄文、393は貝殻背面の圧痕である。

 第5群土器(絡条体圧痕文土器)

 407～417の11点が出土した。胎土中には雲母粒を多量に含み、繊維の混入は微量かある

 いは殆ど含まない。器形全体の特徴は不明であるが410は波状縁、416は平縁となる。細い

 原体の横位施文が多いが、407は斜位、414は太い原体の密な圧痕である。

 第6群土器(微隆起線文土器)

 器面に貼付けた細い粘土紐に調整を加えて断面三角形とした微隆起線文により文様構成

 される一群である。多く表裏面に条痕文が施文されるが無文地の場合もある。器厚は5㎜

 ～7㎜と概して薄手であるが、453の如く15㎜を計る厚手のものも存する。胎土中には石英

 粗粒、雲母細粒の混入がやや目立ち、微量に繊維の混入するものが多い。器形は418～421

 が外反する他は直線的に外煩するものとみられる。焼成は一般に良好である.

 a類微隆起線文+絡条体圧痕文により文様構成されるもの(418～422、424)。

 1:口唇部に絡条体圧痕文を施文するもの(418～422)。418～421は同一個体である。全

 体のモチーフは不明であるが、幾何形区画内に横走微隆起線を充填施文し、更に口唇部に

 施文されたと同じ絡条体により微隆起線に刻目を付加する。焼成は良好であり、裏面には

 ごく浅い条痕文が横走施文される。422は微隆起線上への刻目はみられず、胎土中に繊維が

 混入する。

 2:口唇部に絡条体回転文(撚糸文)が施文されるもの(424)。口唇部をとり巻く形で

 刻目風に撚糸文が施文される。地文は表面が横走条痕文、裏面は粗雑な条痕文が格子状に

 施文される。胎土中に微量の繊維混入が認められる。

 b類横走する平行微起線文を施文するもの。

 1:繊維を殆ど混入しないもの(423、425、427、428、453)。

 2:多量の繊維を混入するもの(426、458、460、466)。

 c類微隆起線による区画文、充填文により文様構成されるもの。小破片のためモチー

 フは判然としないが、区画文には三角形あるいは木の葉形(429、436)、方形(441)を呈

 するものがみられる。また435は斜走微隆起線をはさんで矢羽根状に条痕文を配する。

 d類微隆起線文+沈線文により文様構成されるもの。

 1:縄文が付加されるもの(463)。上部は条痕地文上に微隆起線文と多段沈線文により

 幾何学的な文様を構成し、下部に単節RL縄文の横位回転が施される。胎土中に多量の繊維
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 を混入する。

 2:微隆起線文+集合沈線文(434)。

 第7群土器(条痕文土器)

 器表裏面に条痕文を施文する一群である。胎土中に多量の繊維及び砂粒を含有する。器

 面調整は概してやや不良ぎみであり、焼成、色調は様々である。

 a類円形竹管刺突文を表徴的に施文するもの。器厚10㎜前後の厚手のものが多い。器

 形は口縁部で外反するもの(467)、直線的なもの(464、485)があり、胴部中位で外側に

 膨らむ器形(481、482他)も知られる。底部形態は不明である。

 1:円形竹管刺突文+隆起線文+沈線文で文様構成されるもの(474～479、485～487、

 490)。区画文として用いられる隆起線文は第6群土器同様貼付後に調整を受けるが、太く

 幾分粗雑となる。沈線文は隆起線区画内に充填されるが、485の場合は区画文として隆起線

 文と併用される。円形竹管刺突文は区画文の基点に施文される場合が多い。

 2:円形竹管刺突文+沈線文で文様構成されるもの(484、501)。a類1の隆起線が細沈

 線に置換したものである。

 3:円形竹管刺突文+隆起線文(467、492)。

 4:円形竹管刺突文+細沈線文(480)。刺突文問を細沈線で結ぶ文様構成をもつ。胎土

 が他と異なり、石英粗粒、雲母粒を多量に混入する。

 b類器面に対して斜方向からの連続刺突文を主体的に施文するもの。

 1:隆起線区画内に刺突文を充填するもの(499)。筒状の突起の一部とみられる。下部

 の隆起線には竹管連続刺突による刻目が入る。焼成は良好だが、器面調整は粗雑である。

 2:連続刺突文+沈線文(494、495、497)。2列の連続刺突文+波状沈線文(494)、沈

 線区画内刺突文充填(495)、沈線に沿った刺突文(497ンの各種がある。

 c類太い棒状工具あるいは竹管状工具表皮側による沈線文を主体的に施文するもの。

 器厚10㎜前後と厚手であるが器形の変化はa、b類程顕著ではない。口縁部資料に乏しい

 が平縁で口唇部に刻目を有する(500、513、561)ものが認められる。

 1:細い沈線による区画内に太い沈線文を充填するもの(115、500、502、503、514、

 515、532、544、610)。

 2:隆起線区画内に太い沈線文を充填するもの(430、483、488、493、498、509、510)。

 3:同一工具沈線による区画文、充填文(491、511、512、520、522)。

 4:異方向からの沈線を交互に施文するもの(561、568、588、589)。

 5:間隔の密な沈線を施文し、微隆起線的な効果を得ているもの(504～507、517)。

 d類縦長の横走連続刺突文を施文するもの。
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 1:横位隆帯+連続刺突文(525、533)。525は薄い隆帯上に棒状工具端部による連続刺

 突文が施され、口唇部にも同様の工具による刻目が付加される。器形がかなり歪んでおり、
 施文も粗雑である。

 2:細沈線文+連続刺突文(526、528)。

 e類平担な面をもつ植物の茎様の工具による圧痕文を施文するもの(523、524)。同一

 個体と思われる口縁部資料2点が出土している。外反する器形を有し、条痕地文上に弾力

 性のある平坦面をもった工具による圧痕を縦、斜位に施す。胎土中に繊維の他石英粗粒を

 多量に混入する。

 f類先端の比較的鋭利な棒状工具、半截竹管等による沈線文を施文するもの。器厚7

 ㎜前後、直線的な断面形をもつものが多い。胎土中に多量の繊維を含むが焼成は比較的良

 好なものが多い。

 1:半截竹管沈線文+同工具による連続刺突文(536)。

 2:半截竹管沈線文+隆起線文(548)。

 3:格子状沈線文、区画文、充填文(531、534、537、601)。

 9類口唇部に刻目文のみ施文されるもの(550、604、608、611、612、647)。

 第8群土器(条痕文土器)

 条痕文のみ施文されたものを一括する。表裏面に条痕文を施文する資料では、多量の繊

 維を混入し、焼成不良あるいは二次的な加熱を受け器面の荒れたものが目立つが、赤色系

 の色調をもち粗い条痕文を施文する590、595、596等は、繊維の混入が微量であり焼成も良

 行である。胎土は第6群土器に似る。また、表面にのみ条痕文の施される資料中に、裏面

 に精緻な研磨を行うものがかなりの量見出された(626、629～631、634～636他)。器厚10

 ㎜前後の厚手が多く、色調赤色系、焼成良好、胎土中に繊維を含まず粗、細砂粒及び石英

 粒の混入が目立つなど第3群土器と共通の特徴を有する。

 第9群土器(無文土器)

 表裏面ともに無文のものを一括する。縄文時代早期に属する無文土器破片は比較的多量

 に出土している。胎土、器面調整等の特色から第4群及び第5群土器の胴部中～下半資料

 が大半を占めると考えられる。焼成は一般に良好であるが器面調整の粗雑なものが多い。

 また、薄手のものには雲母粒の混入が目立つ。第3群土器の胴部下半とみられる(721)資

 料もあるが稀有である。口縁部資料では薄手で口唇部に刻目のはいるもの(717、730)肥

 厚するもの(696)、折返目縁(694)等が認められる。

 第10群土器(縄文条痕文土器)

 a群器表面に縄文あるいは撚糸文、裏面に条痕文を施文するもの。器厚10㎜前後の厚
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 手で、胎土中に繊維の他石英粗、細粒、細砂粒等を多量に混入するものが多い。焼成は比

 較的良好である。器形は内弯ぎみに外傾し底部は尖底(816、817)となる。表面の地文は

 O段多状を含む単節縄文、撚糸文が殆どであるが施文方向に規則性の認められないものが

 多い。750は表面条痕文、裏面縄文の特異な例である。

 1:口唇部に刻目文を有するもの(739)。

 2:横位隆帯+半截竹管沈線文(765)。

 3:細い平行沈線文を施文するもの(787)。

 b類条痕地文に撚りの大きな縄文原体側面圧痕文を施文するもの(900、901、

 903～906)。

 第11群土器(表裏縄文土器)

 器表裏面に縄文又は撚糸文を施文するもの。一般に厚手であり、胎土、焼成ともに第10

 群土器の特徴に類似する。口縁部資料は1点(829)出土しており、口唇部に間隔をおいた

 刻目文を有する。撚糸文の施文は826、830にみられる。両者とも裏面は縄文である。縄文

 のみ施文するものでも表裏面で撚りの異る原体を使用する例(829他)がある。

 第12群土器(撚糸文土器)

 表面に撚糸文を施文する調整の粗雑な一群である(831、832、835、838)。

 第13群土器(縄文時代前期前葉)

 a類縄文原体側面圧痕文+短沈線文で文様構成されるもの(908～910、913)。器厚10

 ㎜前後を測り、胎土中に多量の繊維を混入する。焼成、器面調整ともに良好である。908、

 909はワラビ手状の側面圧痕文、910、913は同一個体であるが、口縁部短沈線区画内に側面

 圧痕文を9段にわたり横位施文する。地文はO段多条LR原体の横位施文である。

 b類間隔の密な連続刺突文を多段施文するもの(912)。1点出土。胎土中に繊維の他

 石英粗粒を多量に混入する。外反する器形で、焼成、器面調整ともに良好である。連続刺

 突文の施文された上方に崩れたコンパス文の施文がみられる。

 c類ループ文が施文されるもの(867～876)。器厚6㎜前後と比較的薄手で、胎土中へ

 の繊維の混入も少なく焼成は良好である。重層末端ループを横位施文するものが殆どであ

 るが877は多段ループ文を施文する。

 d類太い棒状工具による沈線文、隆帯+連続刺突文などにより文様構成されるもの

 (932、934～937)。936は口径27cmを測る頸部でくびれる胴膨らみの深鉢形土器である。口

 縁部は4単位で内蛮しながら外傾する波状縁となる。胎土中に繊維を含有し、焼成良好、

 器面調整も精緻である。口縁部の装飾は、短沈線文、口縁に沿った隆帯+指頭によると思

 われる連続押圧文、曲線的な沈線文が施文され、更に波頂部下には円形凹文と一単位おき
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 と思われる穿孔が沈線の交点に付加される。下半の形状は不明であるが胴部には地文とし

 てS字状連鎖撚糸文の施文がみられる。934は、口縁に沿って太い棒状工具により4本の沈

 線文を描出し、波頂部下には縦位隆帯上に、沈線と同一と思われる工具を用いた連続刺突

 文が付加される。937には隆帯の施文は認められないが、口縁部の沈線のモチーフは936に

 似る。胴部にはS字状連鎖撚糸文が施される。

 e類半截竹管による沈線文、押引文を施文するもの(938～940、947)。938は口唇直下

 の2列の半截竹管押引文、櫛描状沈線文、コンパス文で装飾される。内弯ぎみの器形をも

 つ小形の土器と考えられる。胎土中への繊維の混入は微量である。939は太い半裁竹管を用

 いた沈線文、押引文が施文され、940は同様の工具による斜格子状沈線文が描出される。両

 者とも地文は複節縄文で胎土中に多量の繊維を混入する。947は口縁部突起と思われる。押

 引文の施文は同心円ないしは渦状となる。胎土中に繊維の混入がみられる。

 f類沈線文、刺突文を施文する焼成不良の小破片を一括する(914～931、933)。

 ｇ類胎土中に多量の繊維を含有し、器表面に地文のみが施されるものを一括する。a

 ～f類に伴うものであるが、数量的に最も多く出土している。

 第14群土器(縄文時代前期末葉)

 大木6式に併行する一群である。胎土中への繊維混入はない。

 a類胴部地文上に半裁竹管による沈線文を施文するもの(941)。

 b類棒状工具あるいは竹管表皮側による幾何学的な沈線文を施文するもの(943、

 945)。所謂金魚鉢形の器形となる深鉢形土器の胴部上半及び口縁部破片である。

 c類細浮線文、結節状浮線文により文様構成されるもの(944)。遊佐町吹浦遺跡3・

 4次報文中の第VI群土器1類bと類似した内容をもち、北陸の朝日下層式に比定し得る。

 第15群土器(縄文時代中期)

 量的にまとまって出土しているが細分の困難な小破片が大半を占める。

 a類沈線間に棒状工具による交互刺突文が施文されるもの(942)。大木7b式期に比

 定される。

 b類隆起線による渦状文、区画文、区画沈線文、磨消縄文等により文様構成されるも

 の(946、948～971)。大半が大木9式々;比定されるが、960は沈線問磨消を伴わないためあ
 るいは大木8bに比定される可能性がある。又、971は隆起線の断面形、口唇部形態等から

 大木10式に属すると考えられる。

 第16群土器(縄文時代後期)

 a類隆帯、円形刺突文、沈線文等により文様構成されるもの(972)。縄文時代後期前

 葉堀之内Ⅰ式期に属すると考えられる。
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 b類貼コブ+沈線文により文様構成されるもの(978)。口縁部に頂部が二又となる突

 起を有し、以下に貼コブが施文される。・後期末葉新地式の範ちゅうで捉えられる。

 c類器表面に櫛描状沈線文を施文するもの(973～977)。

 第17群土器(縄文時代晩期)

 a類玉抱き三又が施文されるもの(979)。鉢形土器の口縁部とみられる。表面は精緻

 に研磨されるが裏面の調整は粗雑である。大洞B式期の所産と考えられる。

 b類口縁部及び口唇裏面に沈線文を施文するもの(984)。鉢形土器の目縁～胴部破片

 である。表面の施文は粗雑であるが裏面はよく研磨される。大洞C2式に併行するものであ

ろう

 C類工字文を施文するもの(980)。高坏口縁部とみられる小破片である。大洞A式期

 に所属すると考えられる。

 第18群土器(弥生時代)

 a類二本同時施文による平行沈線文を施文するもの(997～1000、1002)。器厚5㎜前

 後と薄手である。焼成良好であるが器面調整は表面に比較して粗雑である。器形を知り得

 る資料はないが弥生時代中期桜井式に所属する壺の胴部破片と考えられる。1000は二本同

 時施文沈線により渦状文が施され、赤色顔料が塗布された痕跡が認められる。

 b類弥生時代後期天王山式に併行するものを一括する。1001は壺口頸部である。先端

 の丸い棒状工具による横走平行沈線文、連弧状文が施文される。表裏面に赤色顔料塗布の

 痕跡を残す。996、1003～1005、1007、1008は該期の甕と考えられる。焼成、器面調整とも

 に概して良好である。

 第19群土器(地文のみのものを一括する)

 第14群～第18群土器に伴うものである。

 第20群土器(古墳時代以降)

 土師器:古墳時代前期塩釜式期の所産とみられる高坏脚部が一点出土している(1006)。

 須恵器:甕及び壺の体部破片(1009～1013)と高台付圷の底部破片(1016)が出土して

 いる。古墳時代～平安時代のものであるが詳細は不明である。

 中世陶器:越前焼の甕頸部(1014)、洲珠焼の擂鉢(1015)が確認されている。

土製品

 縄文時代の土製品では前記した778の他に土錘1点が出土した(1020)。胎土中に繊維を

 含み、表面に半截竹管沈線を施文する土器片からの転用である。周囲4箇所に溝が切られ

 る。その他古墳時代以隆の土錘(1019、1021)、土師器小形土器(1018)が出土した。
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 3出土した石器、石製品

 本遺跡の発掘調査では、16,387点の石器、石製品が出土した。磨製石斧が6点、礫石器

 が13点、石製品が3点あるが、それ以外は打製石器とその製作に関連する資料である。そ

 の内訳は以下のとおりである。石鏃468点、尖頭器38点、石錐80点、石匙40点、石箆242点、

 掻器50点、削器239点、異型石器5点、ピエスエスキーユ19点、加工痕ある剥片1,113点、

 石核17点、剥片・砕片14,054点。現地調査の時点では包含層が厚く形成されていたことか

 ら、土器型式に見合うまでとはいかないまでも、大別時期区分位には分けることが可能で

 あると予測して、慎重に記録しながら遺物の取り上げを行ったが、その後の検討により、

 包含層そのものが二次堆積の可能性が強まった。そのため、各器種の消長、組成の変遷、

 形態変化等の議論を進めることはできなかった。縄文時代早期から弥生時代後期までのき

 わめて長い期間に製作・使用・廃棄されたもので一括性はないものと理解できるが、将来

 の型式学的研究によって、その所属時期が明らかにされることを期待したい。以下に、各

 器種ごとに分類を中心としてその概要を記す。

 石鏃(第57～62図表一26～29図版34)

 出土数は未成品と考えられる一群を含めると468点であり、加工痕ある剥片を除いた打製

 石器での割合は約40%となる。石材は大半が頁岩であるが、わずかに玉髄質、鉄石英、黒

 曜石が混る。これらは基部の形態的な差異により大別でき、さらに細分できる。

 1類:基部側に抉り込みの入るもの。a、、a2、b、c、dに細分される。

 a:丸味を帯びた深い抉り込みの入るもの。左右対称形になるa、(1～8、10、

 12、14～16)と、片脚となるa2(9、11、13)がある。a、が24点、a2が6点出

 土している。

 b:抉り込みの形は「く」の字状となり、aより浅い(17～42)。57点の出土。

 c:半円形のわずかな抉り込みが入る(43、44)。この2点だけである。

 d:凹弧状のわずかな抉り込みが入る(45～103)。99点の出土がある。

 II類:基部側が直線状をなすもの(104～132)。いわゆる平基嫉であり、99点の出土。

 Ⅲ類:基部側が丸味を帯びて突出する形態となるもの(133～143)。いわゆる円基鏃と把

 握できるもの。31点の出土がある。

 IV類:基部に茎をもつ形態となるもの。いわゆる有茎鏃である。a、bに細分できる。

 a:尖頭部の下端が外側に張り出す形態となるもの(144)。1点の出土。

 b:尖頭部の下半から丸味を帯びて茎に至るもの(145～148)。4点の出土。

 V類:特殊な形態となる石鏃を一括した。149、150は尖頭部中頃で肩を張り、151は木葉

 形、152は平基であるが細長い尖頭部となる。図示した以外のものはない。
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 VI類:左右、両側にノッチの入るいわゆるアメリカ型石鏃(153、154)。弥生時代特有の

 石器である。2点の出土。

 VII類:折損して基部の形態が不明なものをⅦa(183)、石鏃の未成品と考えられる一群を

 Ⅶb(155～182、184)とした。Ⅶaは89点、Ⅶbは50点の出土がある。Ⅶbの大形の

 ものは平面的には石箆の小形のものとの区別がつきにくいが、基部側の交互剥離

 となり石箆の刃部にはなり得ない。





















 尖頭器(第63～65図表一30図版35)

 両面加工もしくは片面加工によって尖った先端部を作出した石器を尖頭器とした。38点

 の出土があり、大きさや加工方法の相異で以下のように分類できる。石材はすべて頁岩で

 ある。

 Ⅰ類:両面加工で細身のもの。最大幅は20㎜以下。薄身で精巧なつくりとなるla

 (185～187)と、厚味をもつIb(188、189)に細分される。Iaが3点、Ibが7

 点出土している。

 II類:両面加工で最大幅20㎜以上。幅広であるが、全長は10cm未満の中形(190～195、







 200)。完形品は少なく、折損するものが多い。20点の出土がある。

 Ⅲ類:両面加工で全長が10cmを越える大形のもの。幅が狭く柳葉形となるⅢa(196)と

 幅広で木葉形となるⅢb(197、201、202)に分けられる。Ⅲa、Ⅲbとも3点の出土。

 IV類:周辺加工の尖頭器。198、199の2点の出土がある。

 石錐(第65～67図表一31・32図版35)

 素材となった剥片の縁辺に調整加工を施して、その一端あるいは相対する両端に尖った

 先端部を作出した石器を石錐とした。素材の全面に面的な加工のあるものも認められるが、

 石鏃や尖頭器と比較すると全体的に厚味となり、先端部に磨耗が認められることにより、

 区別は容易である。全部で80点の出土があり、以下のように分類される。

 Ⅰ類:長い尖頭部をもつもの(203～210)。尖頭部と基部との境界にノッチが入り、その

 区別は明瞭である。完形品が7点、先端部のないものが6点、先端部だけのもの

 が1点出土している。

 II類:細長い棒状の形態となり、基部と尖頭部との境界が不明瞭なもの。両面加工とな

 るものが多いが全体的に部厚い。つぎのように細分される。

 a:二ヶ所の尖頭部の両端が刃部となるもの(211～216)。7点







 の出土がある。

 b:一端が刃部となるもの。これには基部も両面加工となるb1(219～221、223、

 224、228)と、厚手の細長い剥片または折断剥片を素材として、その形をあ

 まり変化させないb2(225)がある。b、が9点、b2が8点出土している。

 c:IIa、またはIIb、の折損した部分資料。基部の欠ける。、(217、227)、先端の欠

 ける。2(218、222、226)がある。c、が9点、c2が9点出土している。

 Ⅲ類:剥片の一端を尖がらせて刃部としたもの(229～235)。素材のかたちを大きく変え

 ることはないが、それ故、素材のかたちに制約され、多様な形態となる。23点の

 出土がある。

 IV類:Ⅰ～Ⅲ類以外の特殊な形態となるもの(236、237)。237は両面加工の刃部をもつ

 削器の刃部を折りとってその長軸先端に刃部を作出しており、この部分に磨滅が

 認められる。

 石錐の石材は頁岩のほか、玉髄質、鉄石英、緑泥片岩がある。

 石匙(第67～70図表一33図版36)

 相対する二つのノッチを入れることによって作出されたつまみをもつ石器を石匙とした。

 全部で40点の出土があるが、石材はすべて頁岩である。これらは、つまみと刃部の位置関

 係によって以下のように分類される。

 Ⅰ類:原則とした側縁が刃部となる縦形のもので、つぎのように細分できる。

 a:左右が対称形となるもの。これらは先端部の形態の相異でさらに細分できる。

 完全な両面加工となり、尖頭器のような先端部をもつa、(238～242)。片面加

 工であるが尖頭器のような先端部をもつa2(243)。先端部が幅広となり、ここ

 にも加工があって刃部となるa3(245、246)。幅広の先端部をもつが、加工の

 ないa4(244、248)。折損のため先端部の形態が不明なa5(247、249)。a、が7

 点、a2が1点、a3が2点、a4が2点、a5が7点出土している。

 b:左右が非対称のもの。これらは右側縁が直線状をなし、左側縁が弧を描くb1

 (250・251)、左側縁が直線状をなし、右側縁が弧を描くb2(252～255)、右側

 縁が弧を描き、左側縁が「く」の字状に曲って肩を張るb3(256～258)に細分

 される。b1が5点、b2が6点、b3が3点出土している。

 II類:つまみを上方に置いた時、その下端の縁辺が刃部となる横形のもの(259、260)。

 5点の出土がある。

 Ⅲ類:Ⅰ・IIの中間的形態となるもの(261、262)。2点の出土がある。
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 石箆(第71～85図表一34～37図版36・37)

 素材となった剥片の背面と主要剥離面の両面に加工され、その長軸の末端が刃部になる

 と考えられる一群、また、背面側だけの片面加工であっても、刃部と考えられる末端の刃

 角が小さく、掻器とはなり得ないものもここで扱った。この定義に合致する石器は240点

 で、他にこの石器の製作段階と理解できるものが42点ある。石材は玉髄質が1点あるが残

 りはすべて頁岩である。これらは平面的なかたち、刃部の形態、加工部位の相異によって

 以下のように分類される。

 Ⅰ類:優形で刃部が片刃状となるもの。これはさらにつぎのように細分される。

 a:両面加工のもの。刃部が丸味を帯びるa、(263～266)、直線状をなすa2

 (267～280)があり、それぞれ7点、14点の出土がある。

 b:素材の背面側はほぼ全面が調整加工面で覆われるが、主要剥離面側は側縁部

 だけに周辺加工が施されるもの。刃部が丸味を帯びるb1(281～287)、と直線

 状となるb2(288～295)があり、b、、b2とも8点の出土がある。

 c:素材の背面側はほぼ全面が調整加工面で覆われるが、主要剥離面側は刃部と

 考えられる先端部にわずかに浅い加工が認められるもの。刃部が丸味を帯び

 るｃ1、(296・297)と直線状をなすｃ2(298)があり、c1は2点、c2は3点の出土。

 d:主要剥離面側に一切の加工が認められないもの。刃部が丸味を帯びるd1

 (299～301)と直線状をなすd2(302、303)があり、各3点の出土がある。

 e:刃部が素材の剥離面や自然面で構成され刃部加工の認められないもの。いわ

 ゆるトランシェ様石器である。刃部が丸味を帯びるe1(306、307)と、直線状

 となるe2(304、305)があり、e1が3点、e2が5点出土している。

 f:刃部はIeと同様、素材の剥離面や自然面で構成されるが、裏面側(素材の主

 要剥離面)に浅い加工が認められるもの(308～310)。3点とも直線状の刃部

 となる。

 II類:擾形で刃部が両刃状となるもの。

 a:両面加工となるもの。刃部が丸味を帯びるa1(311～326)と、直線状となるa2

 (327～329)があり、a1は20点、a2は8点の出土である。

 b:刃部の一面に素材面を残すもの(330～334)。5点とも刃部は直線状をなす。

 Ⅲ類:短冊形で刃部が片刃状となるもの。

 a:両面加工となるもの。刃部が丸味を帯びるa1(335～337)と直線状をなすa2

 (338～340)があり、a1は7点、a2は5点の出土となっている。

 b:素材の背面側はほぼ全面が調整加工面で覆われるが、主要剥離面側は側縁部
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 だけに周辺加工が施されるもの。刃部が丸味を帯びるb1(341～345)、直線状

 となるb2(346、347)、尖頭状となるb3(348)に細分される。b1が5点、b2が

 5点、b3が1点の出土となっている。

 c:素材の背面側は全面が調整加工面で覆われるが、主要剥離面側は先端部に浅

 い加工が入るもの。刃部が丸味を帯びるc1(349、350)、直線状となるc2(351)

 があり、それぞれ4点、5点の出土となっている。

 IV類:短冊形で刃部が両刃状となるもの。

 a:両面加工となるもの。刃部が丸味を帯びるa、(352～358)、直線状となるa2

 (360～362)がある。a1が20点、a2が11点出土している。

 b:素材の背面側は全面が調整加工面で覆われるが、主要剥離面側は側縁部だけ

 に周辺加工が施されているもの。刃部が丸味を帯びるb1(364、365)と直線状

 のb2(366)がある。b1は3点、b2は1点の出土である。

 c:素材の背面側は全面に調整加工が施されるが、主要剥離面側は先端部だけに

 浅い加工が認められるもの。刃部が丸味を帯びるc1(368)、直線状をなすc2が

 あるが、c1は1点だけ、c2も2点の出土である。

 V類:撥形のかたちとなるが刃部の折損するもの。図示しなかったが5点の出土がある。

 VI類:短冊形であるが刃部の折損するもの(363)。全部で17点の出土がある。

 Ⅶ類:平面形が擾形にも短冊形にもならないもの(369～373)。かたちは多様であるが、

 いずれも長軸先端を刃部と認めることができる。11点の出土がある。

 Ⅷ類:製作段階の途中もしくは製作中の折損により廃棄されたとみられる一群。未成品、

 失敗品と考えられる(374～381)。前述したように42点の出土がある。

 掻器(第86・87図表一38図版37)

 急角度の調整加工によって刃部を作出した石器を掻器とした。この定義にあてはまる石

 器は50点出土している。刃部の作出に際し樋状剥離が多用される。石材は黒曜石が1点あ

 る他は頁岩である。素材は縦長剥片のほか、横長剥片も用いられるが、そのいずれの場合も

 その長軸端には必ず刃部を作出している。刃部の位置と数により以下のように分類される。

 Ⅰ類:素材の全周が刃部となり得るラウンドスクレーパー(382～384)。全部で4点の出

 土があるが、図示しなかった1点を除けば片面加工である。

 II類:素材の一縁辺を除く三縁辺が刃部となり得るもの(385～392)。13点の出土があ

 り、そのうちの9点は素材の打面側が基部となる。

 Ⅲ類:縦長剥片が素材として用いられ、その左側縁と末端が刃部となり得るもの(393、

 395)。6点の出土がある。
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 IV類:縦長剥片が素材として用いられ、その右側縁と末端が刃部となり得るもの(394、

 396)。3点の出土がある。

 V類:素材の長軸先端部に刃部を作出したもの(397～406)。他の側縁には調整加工が認

 められても、角度が浅く、掻器の刃部とはならない。24点の出土がある。







 削器(第88～95図表一39～42図版38)

 剥片の縁辺に連続的に調整加工を施して刃部を作出した石器を削器とした。不定形であ

 り、素材や刃部の作出方法、その位置関係の相異で分類できる。石材は1点の黒曜石を除

 けば頁岩である。239点が出土した。

 Ⅰ類:縦長剥片を素材とし、両面加工によって刃部が作出されるもの。

 a:素材の左側縁が刃部となるもの(407、408)。3点の出土がある。

 b:素材の右側縁が刃部となるもの(409)。4点の出土がある。

 c:素材の両側縁が刃部となるもの(410～412)。6点の出土がある。

 d:素材の左側縁と末端が刃部となるもの。2点が出土している。

 e:素材の右側縁と末端が刃部となるもの。1点だけの出土である。

 II類:縦長剥片を素材とし両面加工によって作出された刃部と片面加工によって作出さ

 れた刃部を合わせもつもの。

 a:素材の左側縁が両面加工の刃部となり、右側縁が片面加工となるもの。3点

 の出土がある。

 b:素材の右側縁が両面加工、左側縁が片面加工の刃部となるもの(413～415)。

 6点の出土がある。

 c:素材の両側縁が両面加工、末端が片面加工の刃部となるもの。2点の出土が

 ある。

 d:素材の両側縁が片面加工、末端が両面加工の刃部となるもの。2点の出土が

 ある。

 e:素材の右側縁が両面加工、末端が片面加工の刃部となるもの。1点の出土。

 f:素材の右側縁が両面加工、左側縁と末端が片面加工の刃部となるもの。1点

 の出土。

 ｇ:素材の末端が両面加工、両側が片面加工の刃部となるもの。1点の出土。

 Ⅲ類:縦長剥片を素材とし、片面加工によって刃部が作出されるもの。

 a:素材の左側縁が刃部となるもの。背面側に加工が施されるa、(416～422)、主

 要剥離面側に加工が施されるa2がある。a、が31点、a2が6点出土している。

 b:素材が右側縁が刃部となるもの。背面側に加工が施されるb、(423～430)、主

 要剥離面側に加工が施されるb2(431)がある。b、が23点、b2が7点出土して

 いる。

 c:素材が末端部が刃部となるもの。背面側に加工が施される。、(431)と、主要

 剥離面側に加工が施される。2がある。c、が3点、c2が1点出土している。



 d:素材の両側縁が刃部となるもの。両側とも背面側に加工の施されるd1

 (433～443)、左側縁は背面側に、右側縁が主要剥離面側に加工が施されるd2

 (444、445)、左側縁は主要剥離面側に、右側縁が背面側に加工が施されるd3

 (446)、両側縁とも主要剥離面側に加工の施されるd4(447)に細分される。

 d1が47点、d2が6点、d3が7点、d4が5点出土している。

 e：素材の左側縁と未端が刃部となるもの。両縁辺とも背面側に加工の施される

 e1(448、449)、左側縁は主剥離面側に、末端は背面側に加工が施されるe2、

 両縁辺とも主要剥離面側に加工の施されるe3がある。出土数はe、が3点、e2、

 e3が各1点となっている。























 f:素材の右側縁と末端が刃部となる0もの。両縁辺とも背面側に加工が施される

 f1、右側は背面側に、末端は主要剥離面側に加工が施されるf2、両縁辺とも主

 要剥離面側に加工が施されるf3(450)に細分される。f1が3点、f2が1点、f3

 が2点出土している。

 9:素材の三縁辺が刃部となるもの。三縁辺とも背面側に加工が施されるg1

 (451～455)、両側縁が背面側、末端が主要剥離面側に加工が施されるg2

 (456)、三縁辺とも主要剥離面側に加工が施されるg3、左側縁が主要剥離面

 に、右側縁と末端の背面に加工が施されるg4、素材の基部側と末端が主要剥離

 面に、右側の背面側に加工が施されるg5に細分される。g1が10点、g2、g3、

 g4、g5がそれぞれ1点の出土となっている。

 h:素材の基部が刃部となるもの。主要剥離面側に加工の施されるものが1点出

 土した。

 IV類:横長剥片を素材とし、両面加工によって刃部を作出したもの。素材の左側縁が刃

 部となるものが1点出土している。

 V類:横長剥片を素材とし、両面加工と片面加工の刃部をもつもの。素材の末端が両面

 加工の刃部、右側縁が主要剥離面側の加工となるものが1点出土している。

 VI類:横長剥片を素材として、片面加工によって刃部を作出したもの。

 a:素材の左側縁が刃部となるもの。背面側に加工が施されるa1と、主要剥離面

 側に加工が施されるa2(457)があり、各1点の出土がある。

 b:素材の右側縁が刃部となるもの。背面側に加工が施されるb1と、主要剥離面側

 に加工が施されるb2がある。b1が3点、b2が2点出土している。

 c:素材の末端が刃部となるもの。背面側に加工が施されるc1(459)と、主要剥離

 面側に加工が施されるc2(458)がある。c1が3点、c2が1点出土している。

 d:素材の両側縁が刃部となるもの。左側縁は背面側に、右側縁が主要剥離面側

 に加工が施されるものが1点出土した。

 e:素材の左側縁と末端が刃部となるもの。両縁辺とも背面側に加工されるe1、左

 側縁は背面側に、末端が主要剥離面側に加工が施されるe2、左側縁は主要剥離

 面に、末端は背面側に加工が施されるe3に細分される。e1が2点、e2が2点、

 e3が1点の出土となっている。

 f:素材の右側縁と末端部が刃部となるもの。両縁辺とも背面側に加工されるf1

 (460、461)、右側縁は背面側に、末端は主要剥離面側に加工が施されるf2、

 両縁辺とも主要剥離面側に加工が施されるf3に細分される。出土数はf1が3
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 点、f2、f3がそれぞれ1点となっている。

 9:素材の三縁辺が刃部となるもの。三縁辺とも背面側に加工が施されるg1

 (462)、左側縁は背面側に、右側縁と末端は主要剥離面側に加工が施される

 g2(463)、右側縁は背面側に、左側縁と末端は主要剥離面側に加工が施される

 g3(464)、三縁辺とも主要剥離面に加工が施されるg4に細分される。出土点数

 はg1が3点、g2、g3、g4が各1点である。

 Ⅶ類:剥片を2ヶ所で折断して素材とし、その折断面を両側縁として末端に刃部を作出

 したもの。末端の刃部作出の加工が折断面を切っていることから、折断は意識的

 なものと考えられる。平面形は長方形、台形のものが各1点あるが、残りは三角

 形となりこの点でも規格性を窺うことができる。刃部の加工方法の差異により、

 以下のように細分される。

 a:両面加工によって刃部が作出されるもの(465、466)。全部で3点の出土であ

 る。

 b:片面加工によって刃部が作出されるもの(467～469)。6点の出土がある。

 Ⅷ類:折れや加工の進展によって素材の形状が不明となったものをVll類とした。4点の

 出土がある。470は短期末端に両面加工の刃部をもつ。471は同じく短軸末端に片

 面加工の刃部をもつ。472・473は折れて三角形となった素材の一辺に両面加工に

 よって刃部を出している。

 異形石器(第95図)

 特殊なかたちとなる石器を異形石器とした。

 474、475は糸巻形石器と呼ばれている石器である。両者とも石材は頁岩である。474は全

 長29.5㎜、最大幅23.9㎜、最大厚4.3㎜、重さ2.4gを測る。20-7区のII層から出土した。

 縦長剥片の基部を背面から主要剥離面への調整加工によって除去し、両側と末端にノッチ

 を入れて仕上げているが、素材のかたちを大きく変えることはない。475は全長32.2㎜、最

 大幅21.4㎜、最大厚6.6㎜、重さ4.1gを測る。22-25区のII層から出土した。両面とも完全

 に調整されており、素材の種類は不明である。両側と上・下端の四ヶ所にノッチが入るが、

 両側が深くなっている。

 476は25-14区のII層から出土した石器である。頁岩の縦長剥片を折断したものを素材と

 し、調整加工を施して三角形に仕上げているが刃部となる縁辺はない。三脚石器の製作途

 中のものの可能性がある。図示した方向で計測すると全長38.8㎜、最大幅45.0㎜、最大厚

 11.8㎜、重さ19.5gを測る。

 477は「く」の字状を呈する石器である。内湾する縁辺が刃部となる可能性がある。全長
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 39.9㎜、最大幅25.0㎜、最大厚11.8㎜、重さ11.8gを測る。頁岩製で上下両端は素材面を残

 している。26-14区のII層から出土した。

 478は大形の横長剥片を素材として基部と末端にノッチを入れた石器である。両側縁は削

 器と同じような調整加工が施されている。全長79.4㎜、最大幅89.5㎜、最大厚13.0㎜、重

 さ110gを測る。石材は頁岩である。22-8区のII層から出土した。

 ピエス・エスキーユ(第96図表一43)

 ハンマーによる加撃と対象物からの衝撃による剥離痕が認められる石器である。平面形

 は四角形になるものが多く、縦断面のかたちは例外なく中央部がふくらむ凸レンズ状とな

 る。全部で19点の出土があるが、加撃と衝撃による剥離痕が完全に一方に抜けきったもの

 は少ない。

 加工痕ある剥片(第97図)

 剥片に二次加工を施しながらも、刃部を形成するような連続した加工とはなっていない

 ものである。全部で1,113点の出土がある。490～495はその一部である。

 石核(第97図)

 石核は17点の出土がある。すべて多方向からの剥離面で構成されており、打面を頻繁に

 変える剥片生産技術の存在を暗示するものと考えられる。なお、素材面を残している石器

 の背面の剥離面の構成を見ても、多方面からの剥離面のあるものが圧倒的に多い。これら

 のうちの7点を図示したが、それ以外のものを含めても、その全長は最小のもので4㎝、

 最大のものでも7㎝を越えるものはない。したがって、これらの石核から最終的に剥離さ

 れた剥片は石鏃の素材にしかなり得ない。そういった意味で、本遺跡から出土した石核は、

 まさに残核と呼べるものであろう。

 磨製石斧(第98図図版38)

 磨製石斧は折損するものを含めても6点しかない。このうち完形品は2点だけである。

 505は緑泥片岩製の比較的小形の石斧である。両側縁には面取りがあり、定角式の石斧と

 いうことができる。刃部は両刃で丸味を帯びている。刃部幅は34.1㎜で現存部分と長さは









 25.3㎜、幅は39.6㎜、厚さは16.3㎜、重さ22.5gを測る。全面に製作時の研磨の際の擦痕が

 残っている。26-29区のII層から出土した。

 506は流紋岩製の小形の石斧である。両側縁と主面との境界は丸味を帯びている。刃部は

 両刃で一方に偏っている。刃に直交する使用痕が観察されることから、縦斧とみることが

 できる。全長78.7㎜、最大幅41.1㎜、最大厚15.8㎜、重さ87gで、刃部幅40.6㎜を測る。23

 -9区のII層から出土した。

 507は砂岩製の中形の石斧である。定角式となり上半部は折損する。両刃で刃先は一方に

 偏っている。主面に初期整形の際の敲打痕が残っている。刃部幅は47.1㎜で現存部分の長

 さは52.2㎜、幅は48.0㎜、厚さは23.8㎜、重さ90gを測る。27-31区のII層から出土した。

 508は砂岩製の中形の石斧である。定角式であるが両側縁の面取りはない。刃部、基部と

 も折損する。現存部分の長さは54.5㎜、幅40.4㎜、厚さ23.8㎜で重さ109gを測る。25-22
 区のII層から出土した。

 509は石英安山岩製の石斧である。両側縁は丸味を帯びており主面とも境界は不明瞭であ

 る。刃部は両刃となり緩い弧を描いている。全長130.5㎜、最大幅60.9㎜、最大厚27.6㎜、

 重さ353gを測る。刃部幅は56.2㎜である。27-28区のII層から出出土した。

 510は石英安山岩製の大形の石斧である。側縁、主面とも初期整形の敲打痕が残っている

 が刃部は完成されている。刃部は両刃となり側縁に近い部分は弧を描いているが、中央部

 は直線状をなす。現存部分の長さは109.3㎜、幅73㎜、厚50.5㎜を測り、重さは5829とな
 る。21-12区の撹乱層から出土した。

 有溝砥石(第97図図版34)

 いわゆる矢柄研磨器が1点出土している。目の粗い砂岩製で現存部分の長さは92.7㎜、

 幅47.6㎜、厚さは24.6㎜で124gを測る。溝のある方の面は平坦で、中央部にある溝の幅は
 8.5㎜、深さは3.1㎜を測る。25-27区のII層から出土した。

 凹石(第99図表一44)

 凹石は12点出土した。多孔質の河原石を素材とし、すべて磨面を合わせ持っている。

 石製品(第97・98図図版)

 504は滑石製の映状耳飾りである。四分の一弱の残存と思われ、推定外径35㎜前後、中央



 の孔の径は22㎜前後の大きさをもつ。28-29区のII層から出土した。

 512は珪化木製の棒状石製品である。一面の中央に浅い溝が観察される。折損している。

 現存長60.4㎜、幅30.0㎜、厚16.3㎜で重さ48gを測る。20-33区のII層から出土した。

 513は泥岩製の石刀の破片である。先端、基部側とも折損し、一面は剥落している。現存

 長85.8㎜、幅24.0㎜、厚5.7㎜で重さ22gを測る。表面には製作時の擦痕が筋状に多数観察

 される。18-11区のII層から出土した。



 VI若干の考察

 1土器

 本遺跡出土の土器は、第V章2に示した如く縄文時代早期から中世に至る広範な内容を

 包括している。得られた土器の大半は磨滅の著しい小破片で、分類不能なものが多数を占

 める。また殆どの遺物が表土及び遺物包含層から出土したもので、包含層内では各期の遺

 物が混在した状況を呈し、層位的な新旧関係及び遺構内でのセット関係を検証することが

 できなかった。しかし今回特に出土数量の多かった縄文時代早期から前期前葉にかけての

 時期は、年々の発掘件数増加の中にあっても断片的な報告に留まる場合が多く、その意味

 では今回呈示し得たものは上記のような問題をはらんでいるにしても県内における当該期

 様相理解の一助となろう。

 本項では先に分類した第1～第13群土器について、周辺各遺跡の調査成果との比較検討

 から、各群の土器について若干の考察を試みる。

 〈第1群土器〉

 a類は押型文により重層山形文、重層菱形文を描出するものであり、所謂日計式の範疇

 で把握することができる。得られた資料はいずれも小破片で器面の磨滅が著しい。そのた

 め、施文の特徴は明瞭さを欠くが、原体はいずれも横位回転施文である。他の文様要素と

 の組合せは不明であるが1、2は原体末端部分の様子が知られる資料であり、1の場合は

 上下の施文間隔が狭く接合部に部分的な粘土の盛り上がりを生じている。また2では上下

 の施文間に横走する沈線がみられる。

 山形県において押型文を施文する類似の資料は、尾花沢市森岡北遺跡(大類・山口

 1981)、米沢市ニタ俣A(八幡原№5)遺跡第Ⅰ群(手塚・菊地1983)、尾花沢市いるかい

 遺跡第Ⅰ群1類(阿部1983)、日向第Ⅰ洞穴V類(加藤1967)が知られる程度であり、資料

 的に限られる。ニタ俣A遺跡例では重層菱形文と区画文的な横走平行沈線文が施文され上

 部に無文帯を有する。またいるかい遺跡出土のものは重層山形文と重層菱形文が同一器面

 上に施文される。胎土中に多量の繊維を含有するが焼成、器面調整ともに良好な資料であ

 る。森岡北遺跡出土例は口唇部に刺突を有し口縁部から頸部にかけて7条の沈線を施すも

 の(第Ⅰ類)と重層山形文内部を平行線で充填するもの(第II類)、縄文地に重層山形文を

 施文したもの(第Ⅲ類)である。日向第Ⅰ洞穴出土のものは実見する機会を逸したままで

 あるが大類・山口(前掲)によれば「数条の条線で区画した間に、重層したV字状の連続

 施文が見られる。平行線状文とV字状のモチーフを組合わせたものと考えられるが……

 (以下略)」とあり森岡北第II類土器に類似するものであるという。
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 b類は0段多条の単節縄文を地文とし口縁部付近に横走する平行沈縄文を多段施文する

 ものであり、福島県竹之内遺跡5-b(馬目1982)、宮城県松田遺跡(土岐山1982)、同県

 座散乱木遺跡(石器文化談話会1978)等に類例を求められる。おそらく山形県内では初出

 であろう。

 日計式の編年的位置付けについては、岩手県蛇王洞洞穴における分層的発掘調査の結果

 (芹沢・林1965)、第W層中より平坂式に平行関係があるとされる薄手無文土器を伴出し、

 笹津備洋氏・江坂輝弥氏(笹津1960)と佐藤達夫氏(佐藤1961)による論争に終止譜をう

 つこととなった。しかし日計式そのものの型式学的な変遷過程は、その初源期と終末期の

 問題をも含めて未だ不明な点が多いように思われる。その中で土岐山氏は前掲報文中第1

 号住居跡出土第II群土器のあり方から、平行線状文・重層押型文→平行線状文・重層押型

 文・区画内充填→沈線文の変遷を指摘した。また近年相原淳一氏(相原1982)、武田良夫氏

 (1982)、岡本東三氏(岡本1987)らにより日計式の細分が試みられその様相が明らかにな

 りつつあるが、大枠の流れには共通性が認められよう。前記した山形県内出土の該期土器

 をこれらにあてはめて考えることは資料不足もあり軽率と思われるが、森岡北II類、日向

 V類土器は岡本氏の後半期にあたるものと思われ(相原氏はこれらを日計期後葉に位置付

 けている)、いるかい1群1類、月ノ木B1群a類はそれより古い様相をもつものとして理

 解されよう。また森岡北1類は3㎝以上の大きな原体の使用からより新しい要素を含むと

 もみられるが判然としない。

 b類土器と押型文との関係については異論も多い。岡本氏は前掲論文中日計式前半期に

 おいて「重層山形紋と重層菱形文の日計式と縄紋を施紋した土器が共伴、あるいは併用さ

 れ」るとし、相原氏はこれを原日計期におき「口縁部に集約した横位平行沈線を施す縄文

 土器群が、型式学的には所謂日計式の成立に直接的に関与したもの」と把えている。また

 竹之内報文中では共存関係ある中にも時間差を認めており、竹之内出土の押型文より時間

 的に降る羽状縄文土器の存在を指摘している。更に加藤稔氏は森岡北遺跡出土の押型文(森

 岡北1式)中、綾杉文に横走する沈線の加えられるもの(前掲II類)の存在から、蛇王洞、

 秋田県岩井堂第四洞穴、座散乱木皿層にある斜縄文の上に横斜めの沈線による綾杉文を加

 えた文様帯をもつ土器群が共存するか又は新しく位置付けられる可能性を示唆している

 (加藤1982)。これら諸説のいう縄文施文の土器は必ずしも同一の内容を指してはいないと

 思われるが細かな点ではかなり混乱した状況が存在することは確かなようである。本遺跡

 出土例をみた場合、出土層位に問題はあるが、区画内充填文ある押型文は出土しておらず、

 a類と共存するかあるいは古く位置付けられるものとして大まかに捉えておく。

 〈第2群土器〉
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 斜格子状沈線文を表徴的に施文する一群である。小破片のため器形、文様構成を知り得

 る資料はなく、区画沈線が8、13に認められるのみである。後述する第3群との比較では、

 胎土は砂粒がより細かな印象を受けるが器面調整、特に裏面の調整は劣る。焼成は良好で

 ある。

 県内では村山市後原、高畠町日向第IV岩陰(佐々木1971)、米沢市ニタ俣A遺跡IV群a類

 に類似例がみられ、にひゃく寺遺跡第1群2類d(安部1985)もあるいはこの仲間かとも

 思われる。村山市山ノ内遺跡第1類a(加藤1982前掲)、にひゃく寺遺跡第1群1類、ニタ

 俣A遺跡第Ⅲ群とは施文の様相を異にする。また佐々木(前掲書)第153図中にみられる格

 子状沈線文は沈線区画内を充填するとみられ、宮城県松田遺跡、岩手県大新町遺跡(盛岡

 市教委1983)等に類似例が見出されるが、裏面に条痕が施文され注意を要する。山口博之

 氏は後原、日向第IV岩陰出土のこれらの遺物を大平式に比定されている(山口1980)。本遺

 跡第2群土器は竹之内遺跡8-a、b(竹之内式)の斜格子状沈線文に施文技法が酷似し

 (いわき市教育文化事業団の御厚意により実見の機会を得た)、今後の資料増加により細分

 の可能性を孕んでいるものと思われる。

 〈第3群土器〉

 関東の田戸下層式に併行するとみられる一群である。

 a類は太く粗雑な沈線文を施文するもので、南陽市須刈田大野平遺跡(佐藤・吉野1986)

 第Ⅰ群、ニタ俣A遺跡第IV群b、c類(手塚・菊地1983前掲書)、日向洞穴第II類a、高畠

 町一ノ沢岩陰第Ⅰ類a、高畠町ムジナ岩岩陰第Ⅰ類aの一部(以上山口1980前掲書)、大石

 田町大畑山、同町沖ノ面、天童市かくまくぼ、山形市にひゃく寺第1群2類a、尾花沢市

 徳良湖湖底(大類誠氏の御教示による)森岡北遺跡第1類(大類1979)、西川町月山沢遺跡

 (佐藤1980)などに類似例がある。大野平遺跡からは略完形の深鉢一個体を得ており「口

 唇が急に薄くなり、口縁はゆるい波状をなす。頸部でややしまって胴部で少々張り出し、

 鋭角な尖り底をもつ。赤褐色で、厚さ7～8㎜。文様は、器面にあらい擦痕を施し、その

 上に太い沈線文を施している。横、斜め方向に抉り取ったような状態、短かく切れた状態

 で底部近くまで器面をめぐる。」という特徴を有する。本類の特徴を把握するにおいて貴重

 な示唆を与えるものであろう。

 これらは素山下層式に共通する一群として「大野平式」と仮称されてきたものであり(加

 藤・佐々木1962他)、新潟県室谷洞穴第2次発掘3層出土の尖底土器との類似性から北陸方

 面との関連性が論じられている(林1965他)。この手の施文のみられる土器は千葉県城ノ台

 貝塚(吉田1955)、福島県竹之内遺跡、同県源平C遺跡第Ⅰ群第3類(日高・芳賀1980)な

 どからも出土している。特に本群a1類としたものは竹之内遺跡10-dとの関連が注目され
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 る。

 b類は棒状工具あるいは箆状工具による鋭い沈線文を描出するものである。これらのう

 ちb1類、b2類としたものは、沈線の施文技法、胎土、調整等の観点から田戸下層式期に分類

 したが、竹之内式の沈線施文技法に共通するところもあり、東北北半の小船渡平式との関

 連も考慮すれば、あるいはもっと古く位置付けるのが妥当かとも考えられる(ニタ俣A遺
 跡報文中ではb2類類似の土器を初期沈線文土器群として扱っている)。本遺跡では比較的出

 土数量に恵まれているが、周辺ではニタ俣A遺跡の他日向洞穴に類例が見出される程度で
 ある。

 しかしながらb類としたものの大半は本群に組入れることに問題はないと思われる。こ

 れらの意匠は高畠町日向洞穴、ムジナ岩岩陰、一ノ沢岩陰、西川町弓張平A遺跡、山形市

 にひゃく寺遺跡、村山市山ノ内遺跡、大石田町大畑山遺跡、尾花沢市森岡北遺跡などに類

 例が知られる。

 今回の調査では本群に属する貝殻腹縁圧痕文ある土器が比較的多量に検出されている。

 胎土、器面調整、沈線の施文法などは本群a、b類に共通のものである。これまで県内で

 は貝殻腹縁圧痕文と沈線文が組み合うものを大寺式、物見台式に併行するものとして扱う

 場合が多かったように思われ、既存の資料に対する再検討の余地があろう。

 c類は喰出織をもった連続刺突文を施文するものであるが東北北半の白浜式との関連が

 想起されよう。県内での類例はにひゃく寺遺跡第1群8類にみられ、また福島県では松ヶ

 平A遺跡(鈴鹿1983)、竹之内遺跡、宮城県吉田浜貝塚(後藤1968)などから出土してい

 る。284は縄文を施文した例である。田戸下層式に併行するとみられる土器の器面に縄文の

 施文されることは屡々報告されているが、本遺跡出土例の場合、条間が広く不整であり、

 非常に浅い施文となっていることから、1段の縄文原体の側面圧痕ともみられる。同様な

 縄文施文の特徴は第4群f類とした389、390にもみられる。

 〈第4群土器〉

 関東の田戸上層式に併行する一群である。

 a類は「く」字状連続押引文、「ハ」字状短沈線文により文様構成されるもので明神裏Ⅲ

 式に比定される。焼成、調整ともに良好であり第3群土器に近い印象を受けるものもある。

 特に太い沈線文を伴うa、類はその傾向が強い。395にみられる外反しながら外傾する器形は

 田戸下層式の特徴を残すものともみられ、同類2・3とは時間差として細分し得る可能性

 をもつ。a2類は「く」字状連続押引文とb3類の施来要素が組み合うものである。特に405は
 305、309と近似した文様モチーフを有し、沈線文と「く」字状連続押引文が置換したかた

 ちになっている。a3類は横位隆帯を伴う例で岩手県蛇王洞洞穴VI層出土の土器(蛇王洞Ⅲ
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 式)、尾花沢市いるかい遺跡など比較的多くの類例がみられる。

 山形県内で本類と同様の施文がなされる土器を出土する遺跡には、尾花沢市いるかい遺

 跡、東山遺跡、鶴子中原遺跡(以上阿部1982前掲書)、同市森岡北遺跡、五十沢№16遺跡、
 大石田町大畑山遺跡、村山市赤石遺跡、山形市にひゃく寺遺跡、南陽市須刈田大野平遺跡、

 高畠町日向洞穴、尼子岩陰、米沢市ニタ俣A遺跡、八幡平№4遺跡(手塚・菊地1982)、な

 どが知られており、尼子岩陰からはかなりまとまった資料が出土している。さらに八幡原

 No4遺跡からは頸部からキャリバー状に開く器形をもつ深鉢が出土している。森岡北遺跡、

 赤石遺跡(佐藤・名和1981)からは、本遺跡では未検出であるが所謂「簾状角押紋」が施

 文された土器が出土しており、竹之内遺跡11-aとの類似が注目される。

 b1類は、細い半裁竹管あるいは棒状工具の先端により規画性のない沈線文を描出するも
 のである。胎土、調整などに第3群と共通する特徴も認められるが施文がかなり弱々しい

 印象を受ける。b、類も沈線文を主体的に施文するものである。器面調整、焼成は他のb類土
 器と共通な特徴が認められるが胎土中に雲母粒がかなり混入する。b2類については広義の

 田戸上層式の範疇で把えることに差し支えばなかろうが、これまで管見には触れておらず、

 今後の資料増加が望まれる。

 b3類は沈線文と貝殻腹縁圧痕文を主体に文様構成されるもので東北地方北部の物見台式
 に比定される。物見台式土器はその命名者である江坂輝弥氏によれば(江坂1950)、アヅマ

 ニシキ等の貝殻腹縁の圧痕と箆状工具による三角形、菱形、方形等の幾何学的文様を口頸

 部より胴部上半に施文し、また三角形の頂点及び沈線上の適宜な場所に箆状工具先端部を

 刺突した如き刺突文による文様構成をとる。口頸部裏面に短い貝殻腹縁文の縦位施文がみ

 られるとし、器形はあまり顕著な波状口縁はみられず、口縁部が外反し、口頸部内反、胴

 部が再び外反した口唇部より底部へ向ってゆるやかな屈曲を示して底部に至る砲弾形尖底

 深鉢と屈曲のない砲弾形尖底深鉢があるとしている。また興野義一氏(興野1970)は宮城

 県大寺遺跡出土資料中物見台式併行とされた第2類土器aについて「沈線文に貝殻による

 短条痕が加わり窩文のつくの」で窩文間を連絡する一条の沈線が囲繞し沈線に沿って側

 面に短条痕がつく他、平行沈線文が出現し、短条痕が平行沈線間にまたがって施文される。

 また貝殻腹縁文は平行直線文を避けた空間に直線状に長く引かれる、口縁部裏面縦位腹縁

 文、口縁山形突起等の特徴をあげている。以上のような特徴は本群b3類に看取され、胎土、

 器面調整も大寺遺跡第2類土器に近似する。

 山形県内における当該期資料には、物見台式の影響がかなり強くみられる。尾花沢市い

 るかい遺跡第Ⅰ群6類、森岡北遺跡、大石田町大畑山遺跡、高畠町日向第IV岩陰等に好例

 が知られる。また村山市赤石遺跡で得られた第Ⅰ群a類の略完形資料は大寺遺跡第2類土
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 器aの典型例であろう。また日向洞穴からは大寺遺跡第2類bの類似例が多くみられるが

 本遺跡では稀有である。

 b4類の山形沈線文を施文するものは大寺遺跡第3類土器中に類例がある。

 c類は大寺上層式、常世1式に所属するものを一括した。貝殻腹縁による押引文、半截

 竹管状の工具あるいは肋のある貝殻腹縁による波状沈線文、刺突文を主に施文するもので

 ある。胎土はa、b類に比較して粗い印象を受け雲母の混入が目立つ。若干量繊維を混入

 するものがある。

 c1類は胎土中に若干繊維が混入する。肋のある貝殻腹縁による押引文と半截竹管状工具

 による波状沈線文を施文する。裏面に条痕がみられる。県内ではこの種のモチーフをもつ

 土器の類例は稀有であるが大寺上層式の範疇に所属するものと思われる。

 c2類は貝殻破片による押引文を主体的に施文するグループである。福島県富作遺跡(藤

 原・田中他1986)第1群4類Aに類似例が求められる。県内では米沢市八幡原№24遺跡(手

 塚1976)に類例が知られる。本遺跡出土例では比較的沈線の使用が目立ち常世Ⅰ式的色彩

 が強いように思われる。c3類は貝殻腹縁による連続刺突文が施文されるもので殆どが口縁

 部小破片である。c4類は肋のない貝殻腹縁文を施文するものである。いずれも県内での類例

 は稀有である。

 c5類は表面に地文として貝殻条痕文が施文されるものである。条痕に使用された工具は
 圧痕に使用されたと同様のものと思われる。竹之内遺跡報文中貝殻沈線文系土器VIとした

 ものとの類似性が注目される。

 d類は福島県常世遺跡(芳賀1975)、富作遺跡に類例がある。胎土はｃ3類に似る。

 e類は貝殻腹縁圧痕文のみの資料である。施文についての詳細な検討が間に合わなかっ

 たが、吹切沢式等との関連を考慮する必要があろう。f類は特異な意匠をもつものを一括
 した。いずれも第4群土器の中で理解されよう。

 〈第5群土器〉

 絡条体圧痕文を施文する一群であり、関東の子母口式に比定されよう。本遺跡からは図
 化し得たものだけで11点(他にSK2覆土より小破片1点が出土している)と少なく、また
 いずれも小破片のため文様構成は不明である。胎土中には雲母粒を多量に含むものが多く

 繊維混入は稀である。また条痕も殆どみられない。

 絡条体圧痕文を施文する一群は宮城県大寺遺跡上層(大寺3式)、福島県常世遺跡(常世
 II式)などにあるが、山形県内では非常に稀であり、尾花沢市鶴子中原遺跡、山形市にひ
 ゃく寺遺跡、同市新山A遺跡(太田・黒坂1987)、日向第Ⅰ洞穴で知られる程度であり、未
 だ資料不足の感は否めない。子母口式の内容に関しても多くの問題が指摘されており(安
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 孫子1982他)、今後の資料増加が望まれる。

 〈第6群土器>

 微隆起線文を主な文様構成要素とする一群である。関東の野島式、宮城県の槻木下層式

 に併行するものと考えられる。

 a類は絡条体圧痕文と微隆起線文により文様構成されるものである。口唇部に細かな絡

 条体による圧痕を斜方向に充填し、表面の微隆起線上に同じ絡条体による刻目が付加され

 る。420は口唇部のみ絡条体が施文される。422には胎土中に繊維が混入されるが、他は全

 く認められない。福島県竹之内遺跡16-aに類似するが、本類418～421に比較すると隆線

 が太く意匠が単純である。また裏面条痕がかなり発達しているなどの相違点も認められる。

 418～421では器表面無文帯部分に浅い条線が認められるが、これは竹之内例同様絡条体を

 工具としたものと思われる。424の器表面も同様である。口唇部の施文方法に違いはある

 が、竹之内例にはむしろa2類の方が近い印象を受ける。絡条体の使用を考えても第6群土器

 中では古手のものとみてよかろう。県内ではおそらく初出と思われる。

 b1類は453を除けばいずれも口縁部資料である。425は4本、427は2本の横走する平行微

 隆起線を口縁部に施文し以下は無文あるいは浅い条痕文が施される程度の単純な文様構成

 を示すものである。b2類も同様に単純な文様構成をとると思われるが繊維を多量に混入し

 ている。

 c1類は微隆起線による区画文、充填文を施文するものでかなり装飾的である。県内では高

 畠町日向第Ⅰ洞穴、ムジナ岩岩陰、大石田町大畑山遺跡、尾花沢市森岡北遺跡、いるかい

 遺跡から出土している。胎土、焼成、器面調整ともにいるかい遺跡例に近似するが、区画

 文の幅が広く条痕文はいるかい例ほど発達しないなどの相違点も認められ、文様構成では

 ムジナ岩岩陰に近いと思われる。c2類は斜走する微隆起線を軸として条痕文を矢羽根状に

 施文する特異なモチーフを有する。条痕文は微隆起線文施文前に施され右傾するものはか

 なり浅く施文されている。裏面にはやや粗い条痕文が横→縦の順で格子状施文される。条

 痕文が文様要素として意匠化された稀有な例とみられる。

 d1類は微隆起線文と沈線文が組み合うものである。口縁部をわずかに欠損するが、縦走す

 る微隆起線を中心に細く鋭い多段沈線を矩形に配したモチーフをもつと思われる。胴部下

 半は微隆起線区画以下に縄文を施文する。表裏面の条痕は比較的まばらである。胎土中に

 繊維を多量に含む。胎土、焼成の状況は第7群a類に近いが、胴部下半の縄文施文はある

 いは素山上層式以後の縄文条痕文土器の発達に示唆を与えるものであろうか。現段階では

 資料不足のため結論は保留せざるを得ない。d2類も同様に微隆起線文と沈線文の組み合う

 例であるが、器面が荒れているため詳細は不明である。第7群ｃ2に類似点もあるが、沈線が
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 が細く胎土中に繊維を含まないことから第6群土器として取り扱った。
 〈第7群土器〉

 器表裏面に条痕文を施文する鵜が島台式併行期以降を一括した。

 a類は円形竹管刺突文を表徴的に施文し、沈線文、隆起線文等と組み合って文様構成さ

 れるものである。関東地方の鵜が島台式に比定される。鵜が島台式が強い斉一性をもって

 東北南部に分布していることは以前から指摘されるところであり(林1965前掲書)、鵜が島

 台式の特徴とされる隆起線、沈線、刺突の併用による独自のデザイン、細隆起線の交差し

 たところを起点に一定間隔に竹管を押圧する(岡本1961)という手法及び意匠は本類にも

 多くの共通点が見い出せる。村山市三ヶノ瀬遺跡、土生田遺跡、尾花沢市いるかい遺跡、

 森岡北遺跡、山形市にひゃく寺遺跡、南陽市須刈田大野平遺跡、高畠町日向洞穴遺跡から

 同様の資料が得られている。

 b、類は口縁部の筒状突起とみられるが隆起線の発達、円形竹管の使用等から鵜が島台式

 に併行するものと思われる。

 b2類は連続刺突文と沈線文により文様構成されるものである。495は沈線区画内を刺突文

 により充填する鵜が島台式的なモチーフをもつが、494とともに三ヶノ瀬1式(加藤1982前

 掲書)の特徴にも類似する。C類の内容も三ヶノ瀬1式に類似するがC、類は細い沈線による

 区画文を有するものであり意匠はa2類に近いと考えられる。c2～c5類は三ヶノ瀬1式に類

 するものであろう。

 d類は頸部に連続刺突文が浅い横位隆帯上あるいは沈線区画を伴って巡らされ、他は表

 裏面に条痕文が施文される。装飾性に乏しくその他の施文は口唇部に刻目文が認められる

 程度である。三ヵノ瀬II式、槻木貝塚上層、素山貝塚上層の一部に類似例が認められる。

 また関東の茅山上層式(赤星・岡本1957)にも類例があり、ほぼ該期に併行するとみて差

 し支えないものと考えられる。

 e類は表裏条痕地文上に平坦な面をもつ植物の茎様の圧痕が施文されるものであるが、

 現在のところ出自は不明である。

 f類は条痕地文上に沈線の施文される一群であるがいずれも小破片のためモチーフの明

 確なものはない。相当な時間幅をもつことが想像されるが、茅山下層式～茅山上層式期の

 範疇で理解されるものであろう。9類にも同様のことがいえるが八幡原M33(細原)遺跡

 から口唇部に刻目文のみ施文された略完形の資料が得られている(秦1975)。底部は尖底と

 なるらしい。

 〈第8群土器〉

 条痕文のみ施文されたものである。出土点数は多いが器面の状態が悪く図化できないも
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 のが多かった。本群で注意しなければならないのは胎土中に繊維を含有しない条痕無文が

 かなりの数存在することである。焼成、裏面の調整、胎土、色調の傾向等が第3群土器に

 近似する。興野氏(興野1970前掲書)は大寺遺跡最下層下部から出土した第1類土器につ

 いて三戸式に併行するものとしているが、胎土、裏面の調整等はかなり近似した印象を受

 ける。ただし条痕は大寺遺跡例のように粗いものではない。本遺跡例は田戸下層式に併行

 するものと私考するが他の文様が施文されるもので同様の条痕文を伴った例がなく確言で

 きない。なお649は口縁部まで条痕文の施文されたものであるが、条痕文が胴部下半だけで

 なく器面全体に及ぶ可能性を示唆するものであろう。

 表裏面ともに条痕文が施文されるものは個体による差はあっても繊維を含有する場合が

 殆どである。668の如く第4群。類に伴うものもあるが、大方は第5群がら第7群に伴うも

 のとみられる。

 条痕施文に使用された工具の詳細な観察は未だ行なっていないが所謂サルボウ等の貝殻

 腹縁を使用していないと思われるものがかなりの数見受けられる。今後の検討課題である。

 <第9群土器〉

 無文土器を一括した。胎土中に雲母を若干量含むものが多く、焼成、器面調整の観点か

 らも第4群あるいは第5群土器に伴うものが大半と思われる。現段階では尼子岩陰や一ノ

 沢岩陰に比肩し得るような資料は抽出されていない。

 〈第10群土器〉

 縄文条痕文の施文された一群である。装飾性に乏しく地文以外の施文が認められたのは

 3点のみである。a1類は口唇部に刻目を有するもの。a2類は頸部に隆帯による区画をもち半

 截竹管沈線文による口縁部文様帯を形成するらしい。a3類は沈線の施された胴部破片であ

 る。林氏によれば東北地方における縄文条痕文の出現期を素山IIb式期に求め、以後上川名

 Ⅰ式一梨木畑式一船入島下層式の編年序列を呈示した(林1965前掲書)。また加藤稔氏は三

 ヵノ瀬Ⅰ式の文様帯の施文に斜行縄文の施文されたものが伴う可能性を示唆している(加

 藤1982前掲書)。近年相原淳一氏は陸前を中心とする当該期資料を再検討し関東の茅山上層

 式から花積下層式直前までの間に1～IV期の変遷過程を示されている(相原1985)。

 山形県内ではこれまで大石田町玉ノ木平B遺跡(小向1973)、三ヵノ瀬遺跡、温海町大淵

 台遺跡(佐藤1981)、遊佐町金俣B遺跡等からまとまって出土している。大淵台遺跡には横

 走沈線の区画内に矢羽根状沈線を配する口縁部文様帯をもつものが出土しており、早稲田

 V類との関連が注目される。本遺跡出土例は器形の判然とするものがなく、全体の文様構

 成も不明であることからここでは大きく茅山上層式から花積下層式期の範疇でとらえてお

 く。b類は福島県松ヶ平A遺跡に類似例が認められるが詳細は不明である。
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 〈第11群土器〉

 器表裏面に縄文あるいは撚糸文を施文するものである。第10群土器のある時期に判出す

 るものと思われる。林氏前掲によれば表裏縄文の出現する時期は上川名Ⅰ式期であり、次

 の梨木畑式に盛行し船入島下層式には伴わないらしい。一方相原氏は第II期、第IV期に表

 裏縄文の存在をあげている。いずれにせよ茅山上層式以降の時期に伴うものと考えられる。

 本県では尾花沢市森岡北遺跡、大石田町庚申町遺跡(保角1973)、玉ノ木平G遺跡、金俣

 B遺跡、大淵台遺跡などに類例がみられる。

 〈第12群土器〉

 縄文時代早期末葉に属する撚糸文のみ施文された一群である。胎土焼成などは第11群中

 の撚糸文施文の土器に類似する。裏面の調整は粗雑で凹凸が激しい。

 〈第13群土器>

 縄文時代前期前葉上川名II式期から大木3式期までのものを一括する。

 a類は口縁部に縄文原体側面圧痕文、単沈線文等により文様構成される。上川名II式に

 併行する内容をもつ。県内では、大石田町庚申町遺跡(中篇1976)、米沢市松原遺跡(秦

 1977)、八幡原Nα26遺跡(手塚1975)、高畠町大峯原遺跡、尼子第1洞穴、南陽市須刈田大

 野平遺跡などから出土している。

 b類は小国町墓窪遺跡(佐藤1982)、飯豊町野山遺跡(林1962)、米沢市松原遺跡、温海

 町木ノ俣遺跡などに類似列がみられる。関東のニツ木式、宮城の桂島式に併行するとみら

 れる。

 c類はループ文が施文されるものである。ループ文の施文は縄文時代早期末葉には既に

 認められている(麻生・荒井他1978)。しかし県内では末だその例は指摘されていない。本

 類も胎土中の繊維の含有が少ないのが気にかかるが上川名II式から大木2a式の範囲でと

 らえられるものと考えられる。

 d類は現在まで県内では出土例が少なく東根市小林A遺跡(保角1975)第II群、山形市

 大森A遺跡・村山市擶山遺跡に類似列が求められる程度である。本遺跡出土のものの器形

 は胴膨らみで頸部でくびれ、口縁に向って内弩しながら外傾する器形と、頸部であまりく

 びれず胴部下半が外反しながら外傾する二種があ.る。いずれも大ぶりな波状縁である。胴

 部にはS字状連鎖撚糸文(阿部1986)の他縄文の施文もみられる。大木2b式期に比定され

 る。

 e類は半截竹管による押引文、沈線文を施文するものである。大木2b～3式期に比定し

 得ると思われるが、938、947等は諸磯a式との関連を考慮する必要があろう。

 f類は沈線文、刺突文が施文されるもので焼成がもともと不良ぎみなのに加えて二次的
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 な加熱をかなり受けており、器面が著しく荒れている。大木2a～2b式期に所属するものと

 思われるが詳細は不明である。

 2石器

 本遺跡から出土した石器時代の土器は、縄文時代早期の日計型押型文土器から弥生時代

 後期の天王山式まで、従来の土器型式で言えば実に30型式を数える。この中でも出土量と

 いう観点から見れば、縄文時代早期の田戸下層、上層、野島、鵜ヶ島台、茅山下層、上層、

 上川名1式、それに前期の大木1、2b式、中期の大木9式が目立っている。前述したよう

 に厚い堆積層をもつ調査区北部で、これらを層位的に分離することが可能であるとの予測

 をもって調査を進めたが、層位の逆転現象が認められたことにより、石器を時期別に抽出

 することは不可能となった。これにより、本遺跡の石器は上記30型式のいずれかの時期の

 所産という、きわめて長いタイムスケールの中で考えざるを得ないことになり、一括性と

 いう観点に立てばその資料的価値は低いと言わざるを得ない。状況的属性を根拠として時

 期を推定できるものはSK1の石鏃(152)と、SK2の石鎌(40、183)、石錐(234)の4点

 だけである。SK1からは田戸下層式、SK2からは子母口式の土器が出土している。これ以

 外のものについては石器自身のもつ内包的属性により時期別に分ける以外に方法はないが、

 現段階では153、154のアメリカ型石鎌が弥生時代の桜井式もしくは天王山式に伴うもので

 あることはほぼ疑いないが、他のものについては確定させる根拠をもたない。将来の課題

 としたい。

 さて、本遺跡の石器は時期別に分離することは不可能であったが、遺跡に残された石器

 は、その遺跡における生産行為を反映するものと考えられる。この観点で本遺跡の石器群

 を見ると以下のような事実を指摘できる。

 石器群は総数16,387点で、そのうちの約85.8%にあたる14,054点が剥片、砕片であるこ

 とは、本遺跡において盛んに打製石器の製作が行なわれたことを示している。いわゆるtoo1

 2,333点のうち、加工痕ある剥片と石製品を除くと1,217点となるが、これらを打製石器、

 磨製石器、礫石器に区分した場合、それぞれ1,198点、6点、13点となり、石器のうち98.4

 %が打製石器でその比率はきわめて高い。礫石器がほとんど認められないことは、本遺跡

 において植物質食料の調理に関わる作業がほとんど行なわれなかったことを暗示する。こ

 のことは、縄文時代の食料の多くが食物質のものであったと考えられていることと矛盾し、

 本遺跡が各時代を通じて定住的な集落ではなかった可能性が高い。打製石器の内訳をみる

 と、その39%は石鏃であり、その比率はぎわめて高い。次いで、木や骨に対する工具や皮
 なめしなどの機能が考えられる石箆と、同じく工具や動植物の切裁具と考えられる削器が

 それぞれ約20%を占め、この三器種で全体のほぼ8割となる。全体的にみて、動物に対す
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 る直接、関接生産用具の比率が高く、とりわけ石鏃が多いことから本遺跡が白竜湖に飛来

 する鳥類の狩猟に係わる遺跡だったのではないかと推定することが可能であろう。

 3調査のまとめ

 国道13号線南陽バイパス建設工事に伴う昭和62年度の月ノ木B遺跡の緊急発掘調査の結

 果を要約するとつぎのようになる。

 1)月ノ木B遺跡は山形県南陽市大字北町字月ノ木前2462の1番地他に所在し、白竜湖

 に南面する標高213～220mの山麓斜面上に立地する。遺跡面積は約3,000㎡で、今回の

 発掘調査では路線にかかる部分1,103.4㎡について発掘調査を行い、縄文時代早期から

 鎌倉時代にかけての遺構、遺物が発見された。

 2)縄文時代の遺構は土壙2基、溝跡1基で、その他性格不明の落ち込みが2箇所から

 検出された。しかし竪穴住居跡、炉跡は検出されず、遺物包含層もその堆積が不安定

 なことから、遺物の大半は上方からの流れ込みと考えられる。

 3)出土した土器は、縄文時代早期日計型押型文土器を最古として古墳時代まで31型式

 以上を数えるが、中でも早期中葉田戸下層式から前期前葉大木2b式の間は出土量も

 豊富であり、高い継続性が認められた。その後は断続的となり、特に前期の大木4、

 5式、後期の大半の土器は出土せず、古墳時代前期以降は更に散発的な出土となる。

 これら土器型式の消長と大谷地の自然景観との因果関係を探ることが今後の課題とな

 ろう。

 4)石器では、白竜湖・大谷地での狩猟を物語るかのように石鏃が多数出土し、また獲

 物の解体や、木や骨に対する工具や皮なめしに使用されたとも考えられる石箆、掻、

 削器も多く、更に二次的な加工を受けた剥片の出土量も多い。反面、麿石、凹石、石

 皿など植物質食料の調理用の石器が極端に少ないなど、器種毎の数量比にばらつきが

 みられた。石器も土器同様その分布に何らの傾向も認められず、各々がどの時期の土

 器に判出するかを知ることはできなかった。
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